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平成29年第７回占冠村議会定例会会議録（第１号） 

平成29年12月14日（木曜日） 

 

○議事日程 

  議長開会宣言（午前10時） 

  所管事項に関する委員会報告（議会運営委員会） 

日程第 １  会議録署名議員の指名について（１番・３番） 

日程第 ２  会期決定について 

  議長諸般報告 

  総務産業常任委員長報告 

  村長行政報告 

日程第 ３  一般質問 

日程第 ４ 認定第 １号 平成 28 年度占冠村一般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定

について 

日程第 ５ 議案第 １号 村道路線の認定について 

日程第 ６ 議案第 ２号 占冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ７ 議案第 ３号 特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正

する条例を制定することについて 

日程第 ８ 議案第 ４号 占冠村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を制

定することについて 

日程第 ９ 議案第 ５号 資金積立基金条例の一部を改正する条例を制定することにつ

いて 

日程第 10 議案第 ６号 占冠村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例を制定するこ

とについて 

日程第 11 議案第 ７号 占冠村国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定するこ

とについて 

日程第 12 議案第 ８号 占冠村土地改良事業経費の賦課徴収に関する条例の一部を改

正する条例を制定することについて 

日程第 13 議案第 ９号 平成 29年度占冠村一般会計補正予算（第７号） 

日程第 14 議案第 10号 平成 29 年度占冠村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号） 

日程第 15 議案第 11号 平成 29年度占冠村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第 16 議案第 12号 平成 29年度占冠村介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第 17 議案第 13号 平成 29 年度占冠村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 
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日程第 18 議案第 14号 平成 29 年度占冠村歯科診療所事業特別会計補正予算（第２

号） 

 

○出席議員（７人） 

  議長  ８番 相 川 繁 治 君  副議長  １番 工 藤 國 忠 君 

      ３番 大 谷 元 江 君       ４番 長谷川 耿 聰 君 

５番 山 本 敬 介 君       ６番 五十嵐 正 雄 君 

７番 佐 野 一 紀 君 

 

○欠席議員（０人） 

 

○出席説明員 

（長部局）     

占 冠 村 長 田 中 正 治  副 村 長 松 永 英 敬 

会 計 管 理 者 平 岡   卓  総 務 課 長 多 田 淳 史 

企 画 商 工 課 長 三 浦 康 幸  地 域 振 興 対 策 室 長 野 村 直 広 

保 健 福 祉 課 長 伊 藤 俊 幸  産 業 建 設 課 長 小 林 昌 弘 

林 業 振 興 室 長 今 野 良 彦  ト マ ム 支 所 長 平 川 満 彦 

総 務 担 当 主 幹 蠣 崎 純 一  職 員 厚 生 担 当 主 幹 細 川 明 美 

財 務 担 当 係 長 野 原 大 樹  税 務 担 当 主 幹 佐久間     敦 

企 画 担 当 係 長 佐々木 智 猛  国 保 医 療 担 当 主 幹 上 島 早 苗 

社 会 福 祉 担 当 主 幹 高 桑   浩  保 健 予 防 担 当 主 幹 松 永 真 里 

介 護 担 当 主 幹 木 村 恭 美  建 築 担 当 主 幹 嵯 峨 典 子 

農 業 担 当 係 長 杉 岡 裕 二  環 境 衛 生 担 当 主 幹 石 坂 勝 美 

林 業 振 興 室 主 幹 鈴 木 智 宏    

（教育委員会）     

教 育 長 藤 本   武  教 育 次 長 岡 崎 至 可 

（農業委員会）     

会 長 安 田 堅 吾  事 務 局 長 小 林 昌 弘 

（選挙管理委員会）     

書 記 長 多 田 淳 史    

（監査委員）     

監 査 委 員 木 村 英 記  監 査 委 員 山 本 敬 介 

事 務 局 長 小 尾 雅 彦    

 

○出席事務局職員 

事 務 局 長 小 尾 雅 彦  主 事 久 保 璃 華 
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開会 午前10時00分 

 

◎開会宣言 

○議長（相川繁治君） みなさんおはようご

ざいます。ただいまの出席議員は７人です。

定足数に達しておりますので、これから平成

29年第７回占冠村議会定例会を開会します。 

 この際、当面の日程等について、議会運営

委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長、五十嵐正雄君。 

○議会運営委員長（五十嵐正雄君） おはよ

うございます。12月６日に開催しました議会

運営委員会のご報告を申し上げます。今期定

例会における会期は、本日14日から15日まで

の２日間といたします。議事日程、日割等に

ついては、あらかじめお手元に配布したとお

りです。以上で報告を終わります。 

 

◎開議宣告 

○議長（相川繁治君） これから、本日の会

議を開きます。 

 

◎議事日程 

○議長（相川繁治君） 本日の議事日程は、

あらかじめ、お手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（相川繁治君） 日程第１、会議録署

名議員の指名を行います。 

 今期定例会の会議録署名議員は、会議規則

第117条の規定により、議長において、１番、

工藤國忠君、３番、大谷元江君を指名します。 

 

◎日程第２ 会期決定について 

○議長（相川繁治君） 日程第２、会期の決

定の件を議題とします。 

お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から12月15日まで

の２日間としたいと思います。これにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって会期は、本日から12月15日まで

の２日間と決定しました。 

 

◎諸般報告 

○議長（相川繁治君） これから諸般の報告

を行います。 

事務局長。 

○事務局長（小尾雅彦君） 審議資料の１ペ

ージをお願いいたします。１、今期定例会に

付議された案件は認定第１号から議案第14号

までの15件です。３、説明のため出席を要求

したところ、通知のあった者の職及び氏名は

村長以下、記載のとおりです。審議資料の２

ページをお願いいたします。４、平成29年第

６回臨時会以降の議員の動向は11月13日冬の

交通安全運動街頭啓発旗の波運動から記載の

とおりです。審議資料の５ページから６ペー

ジは平成29年度10月分の例月出納検査結果で

す。以上です。 

○議長（相川繁治君） 次に議長に提出され

た総務産業常任委員会の報告書について説明

を求めます。 

総務産業常任委員長、佐野一紀君。 

○総務産業常任委員長（佐野一紀君） みな

さんおはようございます。総務産業常任委員

会の所管事務調査に関する調査報告をいたし

ます。標記、所管事務調査に関する調査報告、

このことについて、次のとおり事務調査を実

施したので報告する。11月10日の書面を見て

いただきたいと思います。 

１、調査期日。平成29年10月20日金曜日。 

２、調査事項。（１）上トマム村道災害復
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旧工事状況調査、（２）上トマムポンプ場状

況調査、（３）上トマム村有林人工林皆伐状

況調査、（４）中央災害用備蓄倉庫の内容点

検、（５）ニニウキャンプ場水源資料説明。 

３、調査経過。調査にあたっては、村長、

副村長、各担当者の同行により、現地説明を

受けながら実施した。 

４、調査結果。（１）上トマム村道災害復

旧工事状況調査について。工事は予定どおり

竣工されている。村道の縦排水は勾配が急な

ので、今後、集水桝を維持管理上設けること

と、排水トラフの清掃を検討されたい。 

（２）上トマムポンプ場状況調査について。

ポンプ場設備は適切に管理されている。今後

も適正な管理を継続されたい。 

（３）上トマム村有林人工林皆伐状況調査

について。施業要件として面積枠を設定して、

適正な施工管理をしている。事業の継続性か

ら優良広葉樹の保存に努められたい。 

（４）中央災害用備蓄倉庫の内容点検につ

いて。今後、計画的な備品の整備をし、災害

時に備えた数量確保をされたい。 

（５）ニニウキャンプ場水源資料説明につ

いて。２戸の住民へは年間要される水源確保

をし、安全な水と新たな水源の調査・検討を

早急にされたい。 

５、調査の継続。委員会での調査の結果は

上記のとおりであるが、今後も引き続き調査

を行うものと決定した。以上であります。 

 次に、標記、所管事務調査の調査報告。道

内所管事務調査についてであります。 

１、調査期日。平成29年11月30日木曜日か

ら12月１日金曜日まで。 

２、出席者。議会議員６人。 

３、調査事項。（１）黒松内町ブナ林町お

こし活用事例調査。①ブナ北限の里づくりに

ついて、②有害鳥獣による被害対策について、

③ブナセンター資料館「国有林野との連携」

について。（２）これは12月１日であります。

伊達市道の駅（伊達市観光物産公社）、観光

物産館の運営状況についてを調査してまいり

ました。 

裏面をお開きください。調査研究のまとめ、

調査事項についてであります。 

（１）黒松内町ブナ林町おこし活用事例調

査。①ブナ北限の里づくりについて。平成３

年に町内国有林の約92haを自生北限天然記念

物「歌才ブナ林」として、指定された。観光

ツーリズム事業により、環境教育・自然体験

のアイテムで町おこしを展開している。また、

「日本で最も美しい村連合」への加盟をし、

町内の景観に配慮している。 

②有害鳥獣による被害対策。町内における

鳥獣被害の現状は、近年、エゾシカ・アライ

グマ等が増加傾向にあり、その対処策に苦慮

している。猟友会の地元メンバーは13人程で

平均年齢が52歳、活動の主たるハンターは65

歳以上の従事者による実績がほとんどである。

新人ハンターの育成事業により、狩猟免許取

得の助成策に取り組んでいる。 

③ブナセンター資料館「国有林野との連

携」。黒松内ブナ林再生プロジェクトの活動

に関する協定書を未立木地の再生のため後志

森林管理署と締結して、「国民参加の森林づ

くり」を実践している。また、自然体験のイ

ベント・講座・環境教育等を年間通して展開

している。 

（２）伊達市道の駅（伊達市観光物産公

社）。観光物産館の運営状況。平成24年に道

の駅だて歴史の杜を開設して、今年で６年目

を迎える。運営状況は、初年度より売上額・

入館者共に年々増加し、昨年度売上額は７億

4100万円で入館者は140万人となり、全道一

の道の駅集客実績となる。館内における販売
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品は多岐に及んでおり、農作物の大半が市内

の83戸からなる農家の出品である。農作物の

販売手数料は15％、加工品は20～30％となっ

ている。冬期間を除いて４月から12月まで各

種のイベント開催により集客力を高めている。

以上で報告を終わります。 

○議長（相川繁治君） これで諸般の報告を

終わります。 

 

◎村長行政報告 

○議長（相川繁治君） 村長から行政報告の

ため発言を求められておりますので、その発

言を許します。 

 村長。 

○村長（田中正治君） 議長のお許しをいた

だきましたので平成29年11月８日以降の行政

報告をさせていただきます。１、報告事項で

ありますが、別途配布しました内容を朗読し

て報告をいたします。（１）アビチの売却に

ついて。平成29年11月８日開催の第６回占冠

村議会臨時会で議決いただきましたアビチの

売却につきましては、11月30日に売買契約が

履行され、同日中に所有権移転登記手続を行

い、12月１日付けで登記完了証を受領いたし

ましたのでご報告いたします。 

今後、リゾナーレを含む第Ⅰ分類の売却手

続を進めてまいりますが、基本的には今回と

同様の手法により取り進める予定でございま

す。本年１月23日に成立した調停条項が滞り

なく履行されるよう、村としても全力を尽く

してまいります。 

 ２、主な用務等でございますが、11月10日

以降記載のとおりでございます。 

 次に３、資料４ページになりますが、入札

でございます。記載の５件について執行して

ございます。以上で行政報告を終わらせてい

ただきます。 

○議長（相川繁治君） これで行政報告は終

わりました。ここで暫時休憩いたします。 

休憩 午前10時15分 

再開 午前10時23分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

 

◎日程第３ 一般質問 

○議長（相川繁治君） 日程第３、一般質問

を行います。順番に発言を許します。 

６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 議長の許しを得ま

したので一般質問をいたします。まずはじめ

に１点目、広島平和体験学習の希望者を全員

派遣すべきであるということです。平和の村

宣言の具体的な取組みとして実施されてきた

広島平和体験学習は、今年で実に32回目とな

りました。本村の中学２年生４人と引率者２

人が派遣され、この派遣先の中で過去の戦争

の悲劇を自らの目と耳とで学んできました。 

財政的なこともあり希望した生徒が抽選に

漏れ、参加することができませんでした。と

ても残念なことであります。今回については

希望者の内１名が参加できなかったわけであ

りますが、この抽選結果を伝える先生方も大

変厳しい思いをして子どもに伝えなければな

らなかった。同じ学校の中で、行けない子と

行ける子がいるとこういうことで子どもたち

の中にもいろいろなことがあったというふう

に聞いております。 

そこで村の生徒も年々減少してきておりま

す。今後は希望者全員が参加できるように取

り組んでいくことがこの平和の村宣言の具現

化として必要であるとこのように考えます。

ぜひ全員が参加できるように村としても財政

支援をしていただきたいというふうに考えて

います。村長の考えを伺います。 
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○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 五十嵐議員のご質問

にお答えをいたします。広島平和体験学習に

ついては、昭和60年３月に平和の村宣言を採

択して以来、村内中学生に対して事業支援を

行ってまいりました。平和体験学習及びその

報告会を開催するなど平和の村宣言に相応し

い事業として占冠村むらびと条例の村づくり

の基本方針としても謳われ、村民の皆様にも

事業の重要性を認識していただいております。 

従来は事業の受入れ側の事情などもあり、

希望する生徒全員が参加できない状況ではご

ざいませんでした。この度、平和体験学習の

ための特定寄附があり、今議会で平和の村基

金の創設につき提案予定でございます。今後

におきましては、事業実施団体と協議を行う

とともに当該基金を活用し、基本的には希望

者全員が参加できるよう事業に対する支援を

行ってまいりたいと考えてございます。以上

です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） この問題について

は、この間も何回か議会の中でも質問してき

ました。今回村のほうも平和基金を創設して、

そういった準備をして、基本的には希望者全

員が参加できるようにしていきたいというこ

とで今村長から答弁がありました。この派遣

事業は占冠村教育を語る住民会議が取り組ん

で実施しているわけです。この間いろいろな

問題点を議論してきました。できるだけ早期

に村の意向を伝えて、準備をしなければなら

ないというふうに考えています。 

例えばひとつ、１名増える、何名増えるか

わかりませんけど、増えることによって、既

に派遣された先で帰ってくるときに次の年の

旅館の予約を実はしているわけです。この時

期は平和記念集会もありますし、また各世界

大会等々があって、広島のホテル等がほとん

ど取れる状況にないということであります。 

そういった意味ではきちんと準備を早めに

して、旅行会社等の代理店等を含めて参加者

のきちんとした予約等をしなければならない

とこういうふうになっていますので、村長か

らも触れられているように、できるだけ早く

その意向を教育を語る住民会議に伝えて、そ

の中で早めから準備ができるような体制をぜ

ひ確立していただきたい、そのように考えて

います。そのへんについて再度答弁をお願い

します。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 本事業にあたりまし

て教育を語る住民会議には当初から積極的に

関わっていただきまして事業推進をいただい

ています。このことに対しては敬意を表した

いというふうに思っております。 

関係者から様々な状況をお伺いいたしまし

た。どうしても広島の原爆の日に合わせて行

くということで受け入れる広島市内のホテル

の状況がなかなか難しいというお話も聞きま

したけれども、なんとか議員おっしゃるとお

り、早めの予約と、今では広島にも支援者組

織もございますのでそういったものを利用し

ながらぜひ参加者が全員行けるよう取り進め

たいと思います。 

今後の生徒の状況を見たときに一番多い時

で９名から10名になるということでこのへん

が大変、一度に10名が移動するとなると大変

かなとは思いますけれども、そういったとき

に早く予約をしながら行動できるような方策

を住民会議のほうとも協議をさせていただき

ながら早い予算付けを３月と考えております

けども、そういったことでぜひ取り組んでい

ただけるように協議を進めたいというふうに

思います。よろしくお願いいたします。 



 7 / 49 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 次に、２点目の新

規就農対策の取組みについて質問いたします。

新規就農の取組みについては、今日までなか

なか成果を上げることができていません。議

会として、総務産業常任委員会で問題点等を

調査・研究して、議会としての意見を今年の

１月31日に提案しております。 

その提案の中身ですけれども、一つには、

１線やホロカトマムの草地の利用が可能か再

検討されたいと、可能であれば草地基盤整備

を進められたい。２点目として将来の離農希

望者の把握をして新規就農者への売却や第三

者への継承を進める体制を整備してほしい。

３点目として新規就農に対する事務機構の体

制を確立されたい。４点目として農業委員会

と連携して農地利用を積極的に進められたい

と。 

このように、議会として強力に村のほうに

要望を実は出しているわけです。これは３名

の新規就農希望者がことごとく失敗したとい

う事例に基づいて議会のほうでこういった結

論を出したわけです。そこで村として次年度

に向けた具体的な取組みが内部で十分検討、

議論されているのか。今後の取組みについて

村長の考え方を伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 総務産業常任委員会

において調査報告いただきました内容につき

ましてお答えをさせていただきたいと思いま

すが、草地基盤整備の必要性、新規就農者の

受け入れ体制の整備、安心して就農できる農

地の確保など貴重なご提言をいただきました。 

これらの提言を受けて村としても草地整備

の可能性について協議を進めるとともに新規

就農希望者の農業実習にかかる実習プログラ

ムを作成し、新規就農希望者の目指す必要な

知識、技能の習得に向けて実習を行えるプロ

グラムを用意してきております。今後におき

ましても農業委員会と連携した新規就農者に

対する農地の提供、きめ細やかな対応窓口の

体制整備を進め、新規就農希望者が安心して

就農できる体制を整えてまいりたいというふ

うに考えてございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） うちの村を、今後

これ以上人を減らさないような、そして村が

活性化していくためには、農業や林業をメイ

ンとする基幹産業をやっぱり確立していかな

ければならないとこのように考えています。

そういった立場からすれば、やはり新規就農

対策事業については、今までの反省の上に立

って、十分内部で議論をしながら受け入れ体

制をきちんとし、なお、受け入れにあたって

も選考基準を明確にしていかなければならな

いというふうに思っています。 

お互いに議会も村も新規就農についてはな

んとかしなきゃならないという立場で共通認

識に立っているわけですけれども、この間議

会が提起した問題点を再度十分内部で議論し

ながら、そういった安全な受け入れ体制をし

て、研修・実習等を進める中で結果的に入れ

ない、こういうことがここ続いたわけですか

ら、そのへんもやっぱり肝に銘じて取り組ん

でいく、そういったことが必要だろうと思い

ます。再度村長の決意を伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 今後の受け入れにあ

たっては、支援事業が終了した後に新規就農

がきちんと自立できる見通しが立つことを確

認したうえで行っていくべきであるというふ

うに考えてます。そのために大切なのがまず

農地と住宅の確保だと考えております。その

ためには就農希望者本人とはもちろん、農業
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委員会や新規就農支援協議会と協議を行い、

受け入れにあたっての事前準備に万全を期し

てまいりたいと考えてございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） いずれにしても新

規就農については大きな失敗をしたわけです

から、このへんについてはそういった過去の

いろいろな問題点を洗い直しながら、我々議

会としても十分なチェック機能を果たしなが

ら、新規就農事業についてはぜひとも積極的

に取り組んでいただきたいというふうに思っ

ています。 

次に、そういう新規就農の問題もあります

けども、村内では農業に従事しようとする人

たちがここ何年間でかなり出てきております。

仕事を終えた人が親元に帰ってきてこれから

肉牛を中心とする生産をやろうとか、新たに

若い夫婦が親元に戻ってきて農業を継いで頑

張っていこうという方々、新たにまた結婚を

して農業をやろうとする方々。このように村

内では、新規就農とは別に新たにそういった

農業を継ごうとする人たちが増えてきている

ということです。 

これはたいへん喜ばしいことなんですけれ

ども、今まではどちらかというと既存農家の

支援とか、それから新たに新規就農しようと

する人たちに対するいろいろな条例等は整備

されていて、できているんですけれども、今、

新たにそういった親元に戻ってきて農業をや

ろうとするこういった人たちに対する支援策

は残念ながらうちの村では確立されておりま

せん。農業の経験者がほとんどいない中でそ

ういったところに就くわけですから、指導体

制を含めてこういった方々に支援をしていく

ような施策というものを村としても十分に考

えていく必要があると、そういった人たちが

この村で農業に従事して成功していくような

体制をぜひ作っていただきたいと。 

また、トマムでは来春高校を卒業して新た

に農業に就こうとする人たちもでてきており

ます。そういった意味では今までの既存の施

策だけではなくて、そういった人たちに対す

る支援・指導そういったものをできるような

体制をぜひ作っていただきたいというふうに

考えています。そのへんについて村長の考え

方を伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 農業の担い手不足や

高齢化による農業者人口の減少が課題である

占冠村において、新たな農業者が増えること

はたいへん喜ばしいことであり、村としても

最大限の支援を行うべきと考えております。

就農支援策については基本的に占冠村新規就

農者等支援対策事業、占冠村農業振興事業補

助などの現行の支援事業や補助制度をフル活

用して支援を行ってまいりたいと考えており

ます。 

また、既存の支援事業や補助制度でＵター

ンの新規就農希望者が利用できないようなも

のがあれば内容を検討し、改正・改善等を図

ってまいります。いずれにせよきめ細かな聞

き取りを進め、農家個々の事情が違うという

こともありますので必要に応じて支援事業等

を検討してまいりたいというふうに考えてご

ざいます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 今村長から言われ

たように、今こういった今までにない新しい

動きが農業関係では村の中に出てきておりま

す。このへんについて、やはり今までの既存

の施策、政策ではなくて新たな施策をやって、

このチャンスを生かして定住化を図っていく

ということが村としての役目だというふうに

思っています。このへんについて再度決意を
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伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 議員おっしゃるとお

り、私も何人かのＵターン者、それから新規

というか家に入って、戻って営農したいとい

う方とお話を若干させていただいたことがご

ざいます。そういった意味で村としてＵター

ン者用の研修プログラムも検討してまいりた

いなというふうに思いましたし、それぞれ農

家個々の事情が違うということもあって、先

ほども申し上げましたけどもきめ細かな聞き

取りの中でそういった支援をしてまいりたい

というふうに考えてございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 議長のお許しを得ま

したので３点について質問させていただきま

す。まず、質問１の避難道路の現地踏査の報

告についてでありますが、８月３日に村のほ

うで林業振興室、また、民間の測量会社等で

踏査が行われたということで、10月10日総務

産業常任委員会の中でこの結果の報告がされ

ました。そういう中で舗装を前提とした車両

道路であるということ、安全勾配５％以内の

確保、村道東１号線に接続すること。この３

条件に配慮しての調査であったと言われてお

ります。 

そこで４点についてお伺いをいたします。

安全勾配５％に設定した根拠は何なのかお伺

いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 佐野議員のご質問に

回答をさせていただきます。まず安全勾配の

５％の設定根拠でございますが、道路構造令

の規定により、設定速度20kmの普通道路の上

限勾配は９％となっております。しかし、縦

断勾配５％を超えるものについては登坂車線

を設けることになっておりまして、登坂車線

の必要としない限度の勾配として５％を設計

値といたしました。以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 今の村長の説明でも

ありましたが、５％の勾配についても公道、

国道については８％だったんですよね。それ

はスタッドレスタイヤに規制されまして７％

に今なっているという状況であります。100

ｍ行って５ｍの高さということでありますが、

７％の想定はしなかったんですかお伺いしま

す。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 先ほど答弁したとお

り、上限勾配９％となっておりますけれども

この道路の場合、勾配５％ということで７％

の検討はいたしておりません。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 避難道路で７％の考

慮はしていないということでありますが、現

存する道路、神社前を上がって中学校のとこ

ろに上がってくる道路は13％くらいだと多分

そう報告されたと思いますが、５％の整合性

はどこにあるんですかお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 先ほど答弁したとお

り、道路構造令で規定されている内容を参考

にして決定をしたということで、実施設計と

はまた違う内容でございますので舗装を前提

として考えたときに、それからその後の道路

管理含めて、除雪まで含めると縦断勾配５％

ということで設定をさせていただきました。

以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 道路令でそういうこ

とになったのかと思いますが、総延長で５％

でありますから確か400ｍぐらいあると思い

ますが、３番ちょっと抜かして４番のことに
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関係あるものですから、ルートが設定される

400ｍの中で今の土砂災害の規制区域を外れ

て東１線道路の山裾を巻いておけば大体300

ｍ、250ｍかこの計算でいけば281ｍに多分な

ると思うんですが、そういうとこと議会側の

ルート設定した乖離があるんですよね。 

村のほうは、要するにまっすぐ上がると。

議会側は山裾を利用して上がるからより勾配

も少なくて済むのでないかというそういう結

論になっているんですが、そのへんいかがで

すかお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 現地の標高差が約20

ｍございます。計算上５％の勾配で20ｍを登

るために400ｍの延長が必要になることから

総延長を400ｍとしたところでございます。

以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 400ｍの総延長とい

うけど正式には394.8ｍですよね。議会側で

言っている距離であれば大体118ｍぐらい少

なくて済んで250ｍ。だから東１線との接合

点については、接合点で要するに５％でいけ

ば7.45ｍ掘削しなきゃならないでしょ。東１

線との。 

議会側の言っている250ｍでいけば2.53ｍ

の掘削で済むと。だから７ｍ50以上の掘削が

されるということは、より自然災害を起こす

可能性があると、土砂の崩壊が起きる。どう

しても蛇紋岩ですから、そういうことを踏ま

えて言えばやっぱりルート設定も真ん中でな

く山裾を巻いて行くルートにすれば300ｍ切

った282ｍそれで済むと思うんですが、だか

ら400ｍからいえば118ｍ少なくて済むと。キ

ロ数総延長にしても。そのへんを考慮してや

る考えがあるのかをお伺いいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ルート設定において

は現地での起点、終点を指示し最善のルート

計画を依頼しておりましたので、若干の乖離

があったと思われますが、議会からのご指摘

を参考としてルート設定を行っております。

ただいまの質問については以上でございます。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 今回の調査でなく、

以前の避難路の時の測量会社というか避難路

を作ったときの調査によると、要するに避難

道路の東１線の接続する部分については

19.74ｍの高さがあるんですよね。だからど

うしてもそれを400ｍ延長してやっていけば

7.5ｍの掘削をしていかないとならないと。 

250ｍを巻いていくのであれば要するに

12.29ｍが５％で削らなきゃいけないわけで

すけども、接合部分で。だから７％にしても

だから要するに２ｍ50くらしか接合部分で誤

差っていうのは出てこないんですが。そのへ

ん、現地を議会と含めて本当は10月10日に説

明された中で、議会と村とで現地調査をしよ

うということであったんですが、日程的な都

合もありましてできなかったということは申

し訳ないと思っているんですが、早急に備蓄

倉庫、災害支援物資等の備蓄庫が中学校にあ

るということでやはり避難路という道路とい

うことは必要不可欠だと思うんですよね。そ

ういう中でやっぱり村のほうもきちんと入口

論にこだわらないで、きちんとしたことをや

ってもらわないといつまで経っても机上の論

議していたのでは入口から進んでいかないと、

そういうことで議会もきちんと対応するとい

うことで村にそのへん再度きちんとした報告

を出していただきたいとそのように考えます

が、再度お伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 計算上勾配５％で
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250ｍ進みますと12.5ｍ標高が上がります。

先ほど申し上げましたとおり、現地の標高差

は約20ｍ上がりますので約7.5ｍの標高差が

生じ、最大で７ｍ強の掘削が必要という村の

論に対してのご意見ということでございます。 

ルートにおきましては、議会ご提案の川側

に巻いてやるということもありますが、村と

しては川側に寄せることは危険性が上がると

いうことで判断をさせていただいております。

以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） いずれにしても車両

の避難道路というのは不可欠だと思うので、

早急に避難路、避難車両道路を作るような方

向で検討していただきたい。そして議会とき

ちんとすり合わせしながら進めていただきた

いなとこのように思います。 

それでは質問２のほうに移らせていただき

ます。鵡川・沙流川減災対策協議会について

でありますが、この協議会は減災対策を目的

に設立され、鵡川・沙流川と１級河川を対象

に鵡川、日高、平取町が構成員となっており

ます。過去の出水の教訓から今回２級河川も

参画し、占冠も本協議会に加入が承認されま

したということで減災目標を共有し、現状水

害のリスクの情報、地域取組みの策定等を主

な事業としている。 

直近では昨年８月大きな台風が北海道を襲

いまして、大きな災害になって大きな爪痕を

残したと。この南富良野、占冠でもそういう

被害が起きているということでありますから、

この取組みの２級、１級区別なく区分けなく

することはよろしいんではないかということ

でありますが、その中で占冠の対象河川が10

河川、対象となられたと。今書類を持ち合わ

せしてないから10河川の名前がちょっと分か

りませんが、そういう中でその書類の中に重

要水防の公開河川ということで鵡川3.2km、

双珠別川1.8km、パンケシュル川0.4kmの３河

川が指定され、29年から33年の５カ年計画で

様々な水害、減災対策の目標を策定しながら

進めていくんだと思いますが、この数値とい

うのは何を指しているのか。そしてまた重要

水防箇所はどこを指してるのかお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 鵡川・沙流川減災対

策協議会に関しましては、本年５月31日に総

会において本村も構成機関として承認をいた

だいたところでございます。 

ご質問の重要水防箇所とは洪水時に危険が

予想され、重点的に巡視点検が必要な箇所の

ことで、占冠村は鵡川水系３箇所が指定され

てございます。その場所というのは、１つ目

が鵡川において上トマム18線橋、ペンション

イングトマムの前の橋ですね。18線橋から上

流へ1.9kmまで。中央地区で青巌大橋、赤岩

に向かう青巌大橋から千歳橋にかけての上流

1.3kmまでとなっておりまして合わせて3.2km。

それから２番目として双珠別川は鵡川との合

流点がありますが、合流点から上流1.3kmま

で。それからパンケシュル川は占冠更生橋か

ら湯の沢のほうに向かいまして上流0.4kmと

いうことでございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 今、村長から３河川

についての水防箇所というか重要箇所が説明

されましたが、これについては29年度、今年

度から33年度まで５カ年計画で減災対策をや

るとしているということでありますが、早急

にやらなければならない危険箇所というのは

きちんと想定し、策定されているんですかお

伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 堤防の浸透、浸食の
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監視を強化するためあらかじめ重点的に変状

の監視を行う対象区間の距離ということで定

められておりまして、その後、５月の開催の

会議以降、10月に第２回が開催される予定で

したが未実施になってございます。北海道の

地域の取組方針、29年から平成33年までの５

カ年計画の中で取りまとめをするという状況

になってございまして、現在のところは明ら

かに、方針としてはされてないという状況で

す。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） では最後の質問に移

らせていただきます。公営住宅の長寿命化計

画ということで平成22年から32年まで10年計

画で策定されてきたと思いますが、計画的な

修繕・改善などの長寿命化を図り、効率的・

効果的な住生活の安定確保、向上を図るべく

住宅政策の計画が策定されてきております。

今回この一般質問書を出した後に村の方から

住宅の長寿命化計画の基本計画が変わりまし

たということで計画書が変わっちゃったんで

すね。だから32年まで本当はあるんですが、

なぜ29年に変わったのか、簡単な質問かもし

れませんがお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 今回の計画につきま

しては変更ということで見直しによるもので

ございます。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 新たな見直し計画の

中で長寿命計画が進められていくんだと思い

ます。そういう中で現在村が管理する公営住

宅の戸数、そして現在入居使用されている公

住の戸数、現在募集停止になっている戸数が

いくらあるのかお伺いをいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ただいまのご質問で、

現在村が管理する公営住宅の数は182戸でご

ざいます。それから現在入居使用されている

住宅の戸数は155戸、それから現在募集停止

になっている住宅戸数は21戸ということにな

ってございます。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 現在村が管理してい

る公住、公営住宅数は特公も入っているんで

すか。含まれての182戸ということですかお

伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 特公賃住宅８戸につ

きましてはこの計画とは別にあります。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 特公は別にあるとい

うことでありますが、それでは（４）の耐用

年限の1/2を経過した住宅数は何戸か。５番

の耐用年限を経過した住宅数は何戸か、とい

うことで平成22年に今、見直される前の計画、

長寿命化計画が策定された中で、22年の段階

でもう1/2を経過した戸数が相当数あったん

ですよね。年度、年度の平準化を図りながら

やっぱりきちんとした修繕対応を。修繕対応

できないものにしてはやはり更新していくほ

かないわけで、そういう方法が取られないと

まずいと思うんですがお伺いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 耐用年限につきまし

てはそれぞれ違いますが、30年から70年とい

うことで幅はございます。そういったところ

で耐用年限1/2を経過した住宅戸数は156戸。

耐用年限を経過した住宅戸数は100戸という

ことになってございます。各地区の公営住宅

の中で耐用年限を経過し、経年劣化が進んで

いる住宅もあることから住生活基本計画の中

で定めた計画のとおり修繕対応なのか更新さ

れるのかを決定していくということになって
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ございます。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 最後にまとめて住宅

の関係で質問をさせていただきますが、今の

公営住宅の充足率というかこれで間に合って

いるのかどうか、端的に質問いたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 公営住宅の充足関係

につきましては96.3％ということでございま

す。現在、申込状況の中では間に合っている

という状況ではありますが、村が進めようと

する移住・定住・新規雇用を含めてそういっ

たトマムとの、トマムの従業員の定住を含め

て様々な政策を進める中にあっては違う住宅

なり他のほうとも考えながら、住宅確保に向

けた努力は必要だなというふうには考えてご

ざいます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 住宅政策の中で各地

区の公営住宅の中でも耐用年限を経過し経年

劣化が進んでいるという住宅もあることから

住生活の基本計画の中で定めた計画のとおり

修繕対応または更新していくのかということ

が問われているんだと思いますが、宮下Ｂ団

地、元の駐在所のところから上がって左側の

一番奥、山手側ですね。あそこの建築が昭和

46年なんですね。耐用年数は30年だと思うん

ですが、昭和46年の建築で一番古いんだと思

いますが、１棟４戸が２棟残っております。

そういう中でやっぱり丁寧な説明をし、どこ

か住宅が充足して足りているんであれば移っ

ていただいてそして除却して取り壊して、そ

して新しい住宅を奥から建ててくると。 

今の職員住宅にしても２階建ての元の駐在

から上がったところ、あそこも経年劣化すご

いですよ。傷みが。それと千歳の消防職員の

団地の住宅。あれは石勝線の鉄道公団が使っ

た住宅をそのまま転用して使っているわけで

ありますけども、あそこもひどいです。だか

ら公住も含めて職員住宅もきちんと耐用年数

が過ぎて修繕対応できないものであればやっ

ぱり更新しなければならないと思うんですが、

そのへんを最後に伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 議員ご指摘の宮下Ｂ

団地につきましては除却の予定で取り進めて

おりますけれども、現在入居者１名というこ

とで住宅変更なりそういったものが可能であ

れば取り進めたいというふうに思います。い

ずれにしましても今後は新耐震基準を満たし

ていない住棟は用途廃止をして、地域的に住

宅を確保すべき村営住宅につきましては建替

える計画としております。しかし、財政状況

等により計画に変更が出ることもありますの

でその点をご理解いただきたいと思います。

また新耐震基準を満たしている住棟について

は修繕を行い、長寿命化を図ってまいりたい

というふうに考えてございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） 次に１番、工藤國忠

君。 

○１番（工藤國忠君） 議長のお許しをいた

だきましたので一般質問を２点ほどさせてい

ただきます。 

まず１点目としてトマム地区住宅災害対策

についてお伺いいたします。トマム支所の裏

山は、20年くらい前までは毎年台風時期にな

りますと農協支所、現在のミナトマムでござ

いますが店舗が水浸しになり何度か水害にな

ったことがあります。昔からあの地区は湧水

が多く、神社の前に水槽を埋めて近くの住宅

の飲料水として使用した時期があります。 

最近、裏山が少しずつ崩れかけています。

昨年までは規模も大きく防風林として役立っ

ていたわけですが、現在、トマム支所の民有
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地が昨年８月の台風により大きな被害をもた

らしております。昨年まで山林となっていた

土地が、今は木も伐採され荒れ放題になって

います。このままでは昨年のような大雨が来

ますと大災害になると思いますが、村は何か

対策を考えているのかお伺いいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 工藤議員のご質問に

お答えをさせていただきます。まず議員ご指

摘の民有地の木の伐採状況については、本年

夏に確認を行わせていただいております。現

地の傾斜は15度以下であり、笹の地下茎もし

っかり張っており、地滑り等の危険要因は確

認されませんでした。 

しかし、昨年の台風10号の影響による豪雨

と考えますと地域住民の皆様の不安は尽きな

いことと感じてございます。民有地について

は土石流等の危険箇所に指定されておりませ

んが、想定外の事態に備え、職員による状況

確認を継続すると共に、村有地部分について

も法面の土留めを行うなど安全対策を講じ、

住民の皆様の安全を確保してまいりたいと思

っております。以上です。 

○議長（相川繁治君） １番、工藤國忠君。 

○１番（工藤國忠君） 昨年のトマム村道の

被害の経験を生かして今後の対策を検討して

いただきたいと思います。 

それでは２番目にいきます。上トマム地区

に交番をということでございますが、トマム

地区はクラブメッドのベッド数が約1000ベッ

ドとも言われています。それと併せて、従業

員約300人収容の宿舎が建設されています。

交通安全、事故防止、事件の対応など外国人

旅行客の多様化の中で特に冬期間の移動時間、

出勤件数などを考慮し、上トマム地区に交番

を設置して欲しいとの要望があります。住民

の安心、安全のため村は各関係機関に強く働

きをかけて必要以上の建設的な考えを、村長

の考えをお伺いいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 現在トマムリゾート

クラブメッドの開業、300名もの新たな住民

登録など好調なトマムリゾートの運営に伴い、

中トマム地区から上トマム地区における滞留、

停留人口が増加しております。 

このような状況の中で事故防止や地域の安

全対策の必要性も高まるものと考えます。新

たに交番が設置されれば事故対応、犯罪防止

などに大きな効果が期待されることはもちろ

ん、定住人口の増加にも寄与することが予想

されます。村としても交番を設置するための

要件等について調査し、設置の可能性がある

のであれば積極的に北海道、北海道警察等を

直接訪問し、要望活動等を行いたいというふ

うに考えてございます。 

○議長（相川繁治君） １番、工藤國忠君。 

○１番（工藤國忠君） 20何年も前ですけど

も、あそこにリゾートが開発された時期には

交番をという話もありまして、その前までは

警察官が占冠に１名、そしてトマムの分とし

てその後２名に配置されています。そしてト

マムではその時期に交番を建てるということ

で民間の人から土地を提供されております。

今その土地が公園になって荒らされたような

状態の公園になっています。 

土地もあるので、まずこれも何年も前から

交番のことに対しては住民の人らも心配をし

ております。警察官も今年もそうですけど、

入学式時期とかまた夏の、痴漢とか熊出たと

かいろんな面があります。そういう時の入学

生の生徒も少ない中でも朝早くから警察が来

て、あそこで生徒を誘導しているような状態

であります。 

今、トマムは外国人があれだけ増えてきた
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ら外国人と話できる方なんておりません。そ

ういうことを考えるとどうしても交番という

のは必要だと思います。今、国にその要望す

るそのものでなく、村で住宅を貸してでも、

今の警察官を一人トマムに配置するというそ

ういう考えはないのかどうかお伺いいたしま

す。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ただいま議員おっし

ゃったとおり、トマムリゾート開業後、１名

を増員して本村に住宅を構えたという状況に

なってまして、現警察にお伺いしますとトマ

ムにパトロールという形をとらせていただい

ているというようなお話を過去に伺いました。 

議員ご心配のとおり、これだけの人の交流、

それから定住が見込める中で警察官の配置に

ついて本当に可能かどうかというのはあくま

で北海道、北海道警察が判断をして決定をす

るものと考えられますけども、村としては議

員希望されているとおり、やはりまさに必要

な案件かなというふうに考えておりますので、

先ほども申し上げましたとおり、私も直接出

向いてそういったことを訴えながら設置して

いただけるかどうか要望をさせていただきた

いなというふうに考えてございます。以上で

す。 

○議長（相川繁治君） 次に３番、大谷元江

君。 

○３番（大谷元江君） 議長の許しを得まし

たので３点ほど質問させていただきます。１

点目、福祉灯油の支給について伺います。毎

年低所得者を対象に福祉灯油代が支給されて

おります。今年度も支給の準備をされている

と思いますが、寒い冬の到来に伴いまして需

要が増す灯油の単価が上がってきております。 

今朝の新聞にも４円ほど上がるというよう

な新聞報道がされておりました。前年度はま

れに安い単価で推移しましたが、高騰しつつ

ある灯油代、５年ほど前からの支給の金額等

もちょっと調べさせていただきましたが、５

年ほど上がっておりません。３年前には道の

方か国の方針でちょっと上がって支給されて

おりましたけども村としては５年ほど上がっ

ておりません。今年も報道のように上がりつ

つありますので少しでも増額させて支給して

いただけないか伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 大谷議員のご質問に

お答えをさせていただきたいと思います。福

祉灯油等の支給事業は低所得者の高齢者世帯、

障害者世帯及び一人親家庭等に対して採暖に

必要な灯油、石炭、電気、ガス、薪等にかか

る費用の一部を支給し、冬期間における生活

の安定と福祉の増進を図ることを目的として

おります。今年度の事業においては昨年度同

様の１世帯当たり１万８千円、80名分144万

円で予算計上をしております。支給額につい

ては平成25年度に灯油価格の高騰を受けて改

訂し、１万８千円を維持しております。当時

の灯油単価は年度平均101円でした。一方、

本年12月４日現在の灯油単価は平均で85.8円

でございます。今後灯油価格の上昇が予想さ

れますが、想定外の大幅な価格高騰がない限

り昨年同様の１万８千円としたいと考えてお

りますのでご理解をお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 今年度も同じ支給額

というご回答でございますが、物価は上がっ

ております。灯油代だけではないと思います。

低所得者と位置付けするのも変ですけども普

通のサラリーマンにとってもこの物価高、灯

油だけではないと思いますので灯油代が支給

されればそれにまして食品等にかけるお金が

向けられると思いますので再度検討していた
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だきたいと思います。 

それと申請制度ということで、担当者に聞

きますと税務関係との打ち合わせをされてお

りませんので申請制度に基づいて支給してい

るんですということでしたけども、80名から

84名、昨年度は84名と伺っております。今年

は村長の回答で80名を予算しておりますとい

うことでしたけども、申請制度というのが疑

問でございます。高齢者に対するお祝い金も

そうでしたけども、申請制度っていうのは疑

問に感じます。対象者が分かるのであれば申

請ではなく皆さんに支給するものと考えます

が、そのへんの考えをお聞かせください。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） この福祉灯油の支給

に関しましては、地域づくり総合交付金とい

うのを活用させていただいておりまして、交

付基準額が100万円以上を支給し交付の下限

額が50万円ということで、本村においては

144万円で交付金が50万円という内容の支援

策でございます。対象者の件でございますが、

対象者につきましては村で把握をしておりま

して対象者全員にご案内をし、全員が支給を

受けているという実績になってございます。

以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 支給漏れのないよう

に今後もお願いしたいと思います。 

第２問に移らせていただきます。双珠別川

の土砂堆積除去の進捗状況について伺います。

先ほど佐野議員の減災対策の中に双珠別川が

含まれておりました。これに関連するのかと

思いますけれども、要望書。昨年、一昨年、

中村村長時代に要望していくということで昨

年は調査が行われていると聞いております。

その後どのような状況になっているか伺いま

す。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） その後の状況でござ

いますが、富良野出張所では村からの要望を

受け、測量調査と土砂除去の予算要求をして

いただいておりますが、全道の河川要望が相

当な数に上ることもあり、当該箇所は予算配

当に至ってないのが現状であります。北海道

からは要望いただいた箇所だけの土砂除去を

実施してもその効果は得られず、国道237号

線付近の下流部から上流部にかけて順を追っ

て土砂の除去を行う必要があるとの認識が示

されております。従いまして当初想定してい

た箇所のみの実施ではなくかなり長い距離で

土砂の除去が必要だとされ、その分予算措置

も難しくなってきている状況にあります。 

ただ、村からは村議会においても強い改善

要望があることを繰り返しお伝えしており、

道からもその実施に向けて引き続き予算措置

に努力するとのお話をいただいております。

ご指摘の要望箇所の改善に向けて今後も要望

を継続してまいります。ただ、ひとつ申し上

げたいのは、こうした国や道への要望事項の

実現につきましては長い時間と労力を要しま

す。村としても歯がゆい思いをしております

が、特に道路や河川は要望数も多く、その実

現には相当な年数が必要になることをご理解

いただきたいというふうに考えてございます。

以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 村長のおっしゃると

おりだと、時間のかかるのはおっしゃるとお

りだとは思いますが、予期せぬ災害というの

をこの一昨年で目の当たりにしていると思い

ます。ここ数年、中央地区に関しては災害は

ございませんけども、予期せぬ災害というの

はございますので、道のおっしゃるとおりと

いうようなわけにはいかないと思いますので
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随時きめ細やかな要望をしていただきたいと

思います。 

それでは３点目、最終処分場の今後につい

て伺います。処分場の残余容量が２年から５

年しかもたないなどと言われておりますが、

村として延命措置をしていくのか、新設して

いくのか伺いたいと思います。村にごみ減量

化対策推進委員会というものが設置されてお

りまして、何度か会議が開催されているのを

伺っております。会議録を拝見させていただ

いきました。その中で５年はもつだろうとい

うような意見が記載されておりまして占冠の

人口は1200人ということで計算されておりま

した。今リゾート3000人～4000人、従業員も

含めますと4000人以上滞在しているのではな

いかと思います。占冠の人口の３倍も４倍も

おりますね。 

それで最終処分場に持ち込まれるごみがか

なりの量と伺っております。生ごみに対して

はこの間も刃物が入っていた、調理器具が入

っていた。産廃者、収集される方に伺います

と、今は１個１個開いて、見て、そして処分

していると収集しているという状況だそうで

ございます。それで占冠の村として考えてい

るのは２年しかもたないだろうという一般の

人の意見がございますので、村としてどのよ

うな考え方で進めていくのかお伺いいたしま

す。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 議員おっしゃるとお

り現在ごみ減量化対策推進委員会の中で今後

の最終処分場のあり方について施設の延命か

新設する場合の立地選定や処分場にかかる経

費や効果的な施設利用などについて検討を進

めております。延命措置をしていくのかある

いは新設するのかにつきましては当該委員会

において年度内に結論を出せるよう検討して

おります。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 年度内に決定してい

くということですけども、決定されても設置

するなりなんなりするまでにかなりの年数が

かかっていくかなと思うんですね。それまで

もたせるまで、もたせるようにするのにはリ

ゾートの方、特にそうだとは思いますけども、

地元住民も徹底的な減量に向かっていかない

と新設するまでもたないだろうと思いますの

で、そのへんの考え方、村民にはどのように

周知していくのか。リゾート側、企業に対し

てどのように周知していくのかを伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 施設の延命化の方法

はかさ上げ、あるいは掘り起こしなどが一般

的な方法でございます。最終処分場に搬入さ

れている一般ごみの組成調査をしたところ特

にプラスチックゴミや生ごみの割合が高くな

っており、家庭ごみ、事業系ごみを問わず分

別が徹底されていない実態が明らかになりま

した。広報等で再度分別の周知、徹底を呼び

掛けてまいります。また、現状では一般ごみ

だけ無料であることが分別が徹底されない要

因の一つと考えられるため一般ごみの有料化

についても委員会で検討をしてございます。

以上でございます。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 周知の徹底がなされ

ないというのは文面だけの周知が大いにある

のかなと考えます。村民一人ひとりに周知と

いうのはなかなか難しいかと思いますけども、

各地区に尋ねるなりして一人ひとりに関心を

持っていただくような方法を取っていくのが

賢明ではないかなと考えますが、３番目の新

設方向に進むとしたらということで予算だと

か土地取得の方法もありますでしょうけども、
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それまでに住民に対して、また、企業に対し

ても文面ではなく対面、会っての説明の仕方

が必要ではないかと考えますがいかがでしょ

うか。伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 周知徹底につきまし

ては議員ご指摘のとおり、不十分であろうと

いうふうに私も考えてございます。そういっ

た意味ではあらゆる場面でそういったごみ分

別の徹底を図ってまいりたいというふうに考

えておりますのでご理解をいただきたいと思

います。合わせて事業者については直接、分

別、ごみの処理につきましては申し上げてい

るところでございますのでご理解をいただき

たいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 終わります。 

○議長（相川繁治君） 次に４番、長谷川耿

聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） それでは一般質問

をさせていただきます。ちょっと声が出ない

ので聞き辛いと思うんですけど。 

まず１問目、森林施策の提言ということで、

村の産業振興は林業の進展を抜きにして語れ

ないと思います。現在進められています占冠

村バイオマス生産組合を基盤とした薪生産・

メープルシロップの生産・木炭生産を開始し、

森林資源を活用した産業の振興を図っており

ます。薪生産・メープルシロップがもたらす

効果と、今後の進展についてお伺いいたしま

す。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 長谷川議員のご質問

にお答えをいたします。薪生産におきまして

は28年度実績でありますが、発足当初の生産

量の約1.7倍の生産量となっております。ま

た本年においても製造工程の効率化を図り、

さらに生産性が向上したと聞いております。

雇用においても正社員２名、臨時的任用職員

として実人数で５名を雇用しており、林業従

事者の雇用確保に寄与しているものと考えて

おります。 

メープルシロップ生産におきましては、１

年目1/100だった製造効率が２年目で1/60と

なり、目標としておりました製造効率に達し

ております。 

全道で製造施設が減少傾向にある木炭製造

でありますが、本村としてはこうした状況に

ある伝統的な技術の継承、村民の需要に即す

ることを目途として引き続き続けてまいりま

す。なお生産量につきましてはここ数年の販

売量を考慮し、検討を行いたいと考えており

ます。 

それぞれ５年目、３年目の取組みとなって

おり、まだまだ改善の余地はございますが、

議員ご指摘のとおり、村の産業振興は林業の

進展を抜きにしては難しい状況であることは

周知のとおりでございますので今後において

もこれらの取組みを進めてまいりたいと思っ

ております。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 少しずつ実績が上

がっているように今の答弁で伺えるんですけ

ども、いずれにいたしましても薪生産・メー

プルシロップにおいて将来経済性、採算性、

そういうものの計画というもの立ててやらな

ければせっかくこうした良い政策も尻切れト

ンボになってしまうというような計画であり

ます。本当にこれが企業として成り立つ事業

であるか、ないかということをもう一度答弁

願いたいと。 

木炭生産は９月の議会でも私確かに申し上

げたと思うんですけども、300万の補助金を

出してたった60万くらいの売り上げしかない
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と。だから私のここで聞きたいことは、将来

に向かって採算性の悪いものはやめて新しい

木質バイオマスの検討に入ったらいかがとい

うことを聞きたいので聞いているんですけれ

ど。これついて将来、経済性について、それ

から単独で事業を本当に行えるかこのへんに

ついてお伺いいたします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） それぞれまだ発展途

上という中にあって、議員おっしゃるとおり

採算性の問題は重要な課題であるというふう

に私も思っております。そういった中でそれ

ぞれ需要拡大を図りながら生産の量含めて調

整をして生産、採算が取れる事業として進歩

していただければというふうに思っています。 

木炭につきましては林野庁においても最近、

薪がまた見直しをされて全国的にも薪の需要

が高まるのではないかというお話もあります

けども、これらを含めて、利用する施設も含

めて再度検討する余地があるのかなというふ

うに考えております。炭生産におきましては

旭川以北で現在は４カ所のみということで、

旭川から南では占冠だけという状況になって

ございます。最近新たな市場も見つかったと

いうふうに聞いておりますけども、そういっ

た中にあってもどれだけの需要があって、ど

れだけ生産をして供給すればいいのかってい

うこのへんの見極めをしながら事業としては

展開していきたいというふうに思います。 

メープルシロップにつきましてはＮＨＫ、

ＳＴＶでも取り上げられておりますけれども、

注目度が上がっているという状況にあって、

そういったことを踏まえながらぜひ生産をし

ていきたいと。これら一つの会社の中でやっ

ておりますので林業生産、林業と合わせて、

バランスを取りながらそういった事業展開を

していただければというふうに考えておりま

す。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） せっかくのバイオ

マス、森林資源の活用と、これ大きな問題で

ありますので将来的に成功することは誰もが

望んでいると思うんです。潰そうなんて考え

はないと思うんです。しかし今の状況では助

成金のあるうちはできるけども、現に助成金

がなくなったらできないというのは実態でな

いかと思うんですね。 

大変難しい問題かと思うんですけども、各

自それぞれ今３つやっていますけども、それ

ぞれの将来計画をこのへんで樹立して助成金

がなくなったらどうなるか本当に続けた方が

いいのか、そのへんを十分検討しなきゃなら

ないと。確かに多くの人たちがここで働いて

いることは非常にけっこうなことだと思うん

ですけども、その人のためにもやっぱり自立

しなきゃならないということが原則だと思う

んですね。いつまでも助成金に頼ることには

ならないと思うんです。そのへんを踏まえて

もう一度村長の見解をお願いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 先ほども若干少し申

し上げましたけれども、それぞれの事業が一

体となって進んでおります。それはバランス

を考慮しながら生産量と販売量の整合性を図

って事業として成長できるものについては進

めますし、事業として完全に駄目であれば、

もし駄目であればそういった判断もしなけれ

ばならないかもしれません。そこらへんは事

業者とも十分協議をしながら採算性の取れる

事業として歩んでいただけるよう村としても

最大限の努力をしたいというふうに思います。

以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） ただいま村長の良
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い判断を伺いましたので、悪いものにいつま

でもしがみつく必要はないと思うんです。そ

のへんにおいて勇断をもってこの事業を進め

ていただきたいと。 

そういう意味におきまして次に提言したい

ということは、漢方薬の材料となる薬草でな

くて薬木の植栽を進めてはいかがかと。ここ

に書いてありますように、キハダ、これ俗に

シコロの木って言っているんですよ、これは

胃腸薬に。それからホオノキは利尿作用があ

るとされています。これは実際漢方薬として

使われていますのでこういうその需要に事業

を転換していくというようなことがあります。

まだ他にいろいろとあるんですけれども、今

回はこのキハダとホオノキを植栽してはいか

がかとこういうことを提案していきたいと思

います。村長の考え方を伺います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） ご提言ということで

ありがとうございます。キハダ、ホオノキの

植栽でございますが、北海道でも過去に道央、

道南、道東で植栽地の試験が行われ、その結

果、陽樹であるため日当たりが良い皆伐跡地

で比較的水はけが良い箇所での生育が良好と

の結果が出ていると聞いております。当村で

もキハダの天然木が尾根沿いから中腹の日当

たりの良好な箇所で見られますが、人工植栽

の場合、先に述べた条件のほか、採算が合う

植栽面積や植栽本数、利用できる太さ、植栽

地の傾斜、搬出経路などの課題や薬木として

利用できる年数は植栽後15年から20年とも言

われており、その間の維持経費等の対策も必

要と考えます。今年近隣自治体で同様の取組

みが始まるとの報道がございましたので、そ

の取組み状況を参考に、村として取組みが可

能か判断していきたいというふうに考えてご

ざいます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 実は11月５日の道

新に夕張薬木の里にという新聞があります。

占冠においてもキハダの木、それからホオノ

キなど私の森林でもかなりの本数があります

ので、これは大丈夫かなと思うんですね。ぜ

ひこれ試験したらいいかなと思うんですけど

も、森林室長あたりは専門家でございますの

で、占冠の村有林、民地をよく眺めてこうい

うものの振興に努めてもらいたいとこのよう

に考えています。もう一度ご答弁をお願いし

ます。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 夕張での計画につき

ましてはカラマツの後に植える事業というこ

とで、メーカーであるツムラとの提携と伺っ

ております。占冠村だと湿地が多いのでヤチ

ダモの生育が良いと、それから日当たりの良

いところで育つ木なのでイタヤにも適してい

るという現状はございます。これらを踏まえ

て、先ほど申し上げたとおり、ご指摘の薬木

が村にとって可能かどうかの判断はそういっ

た状況を見ながらしていきたいなというふう

に思っています。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 木にはそれぞれの

その特徴がありまして、私が言っているのは

この木を一斉に植えるっていうことでなくて

混合林を作る。いろいろな木の中でこういう

木を入れるというような施業の仕方をしなけ

れば、おそらく苗木を買ってきて一斉に植え

てもこれはもたないと思うんですね。だから

そうしたその林分を選んでやったほうがいい

と思うんですね。湿地と言っても全地が湿地

でないんです。やっぱり日当たりのいい南向

き、日当たりの悪い北向き、それから低湿地

帯、蛇紋地帯いろいろなその地形があります。
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そうしたことを選びながらやることによって

かなりのシコロの木とそれからホオノキが実

際に自然に生えていますのでそのへんをよく

検討してもらえればわかると思うんですけれ

ども。理屈抜きで一つこれは実行してはいか

がかと思うんですが、もう一度村長の考え方

をお願いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 最初にご答弁申し上

げたとおり村内にはそういった薬木が生息、

現存するということは承知しております。合

わせてそれが山づくりの混合林の中で可能か

どうかも含めて専門家のご意見等も伺いなが

ら村の山づくりの中で検討をさせていただき

たいなというふうに考えてございます。以上

です。 

○議長（相川繁治君） ここで午後１時まで

休憩いたします。 

休憩 午前11時54分 

再開 午後１時00分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。一般質問を行います。 

４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） それでは質問の第

２点をお伺いいたします。占冠村の自立を目

指して（集中改革プラン）の策定の再考とい

うことでございます。ちょっと古い話なんで

すけれども、集中改革プランは平成17年新地

方行政改革指針に基づき平成21年まで具体的

な取組みを集中改革プランとして公表するこ

とになり、村でも表題のプランが示されまし

た。集中改革プランは平成21年度末で終了し、

地方自治体では引き続き行革が推進され、８

割以上の団体で独自の計画や方針が作成され

ています。 

占冠村ではインターネットのホームページ

に集中改革プランが残されている現状であり、

独自の方針・計画は当然策定されていない状

況と思われます。行革のタガが緩み、そのた

め最近財政推計に見られるような数年後には

基金が枯渇する状況になるのでないかと私は

危惧しているところでございます。 

ここで集中改革プランの内容についてちょ

っと触れさせていただきたいと思いますが、

この集中改革プランは公共料金使用料手数料

の見直しで歳入を強化すると共に経費削減等

による財政効果を生むために、１、役場機構

事務体制の見直し、２、人件費削減、３、事

業補助金の見直しという歳出の削減を基本と

するものでした。これは占冠村が今後も自立

していくうえで大事な方針であると考えます。

しかし、残念ながら財政の方向性に心配な面

がみられ、村の自立が危惧される状況にある

と思います。 

村の決算状況をちょっと勉強させていただ

きましたが、平成18年３月集中改革プランの

中では補助経費や普通建設事業費の削減が示

されましたが歳出、構成比率も見ると、平成

16年度はそれぞれ11.8％。それから補助費で

すね。建設、普通建設事業費が15.7％あった

ものが平成26年では12.2％、それから平成27

年度は13.2％と。普通建設事業費が26年度は

28.8％、27年度は20.2％。かなり上昇されて

いる現状でございます。これは占冠村の決算

状況の中にも数字が載っておりますのでお分

かりかと思います。 

さらに削減を目指した物件費、扶助費にお

いても増加している傾向になります。なお、

経常支出比率においても25年度は81.4％のも

のが26年度は88.7％、27年度は88％。次に目

標でございますが、31年度は97.9％というよ

うな目標が立てられております。 

そこでお伺いしたいことはこうしたような

現状の中において、非常に補助費だとか、建
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設事業費が上昇している中において、これは

中村村政時代のもの、小林村政も一部関連し

ておりますが、それでこういうことを踏まえ

て田中村政の財政運営計画これについてはこ

こに新たに集中改革プランと書いてあります

けども、財政の新たな計画を田中村長は立て

る気があるかないか、これについてお伺いを

したいと思います。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 本村の集中改革プラ

ンは、平成17年に国において策定された地方

公共団体における行政改革の推進のための新

たな指針に基づき村が行政改革の具体的な取

組みを集中的に実施するために策定した平成

17年度から平成21年度までの５年間の取組み

を示した計画であります。本プランは平成22

年３月に終了しており、その後の取扱いにつ

いては各地方公共団体の自主的な取組みとさ

れています。本村においては当時合併協議会

を解散し、単独の村づくりを選択したことか

ら平成19年３月に作成している自立推進計画

に基づいた行政改革及び行政運営を行ってま

いりました。 

今後においても平成30年度に策定される占

冠村総合計画を基本として現在あります財政

推計に基づいた財政運営を進めてまいります

が、国において予定されている地方交付税を

含む財源配分の動向に注視しながら必要な行

政改革を進めてまいりたいというふうに考え

ております。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） １点だけお伺いし

ておきたいんですけども、ただ今、財政推計

に基づいた財政計画というふうに村長は答弁

されたと思うんですけれども、そのような考

え方でよろしいですか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 財政推計に基づいた

財政運営を進めてまいります。こう申し上げ

ました。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 財政推計計画とい

うのは今年の29年から31年までの推計、この

ことを言っているんですか。そうしますと、

若干矛盾が出てくるんですけども。ただ今申

し上げたように経常収支比率、これは非常に

高くなっているんですよね。段々高くなって

いるもんですからこれは大体目処は80％と。

それ以上になってくると財政収支があやしく

なるということは事実ここに書かれておるん

ですけども。だから通常80％というのが基準

であり、それから高くなって、ましてや30年

度には98.5％の推計。そういうようなことで

計画を立てられるんですか。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 経常収支比率につき

ましては上がれば自由度が下がるということ

で財政的に自由な使い回しができないという

ことになろうかと思いますが、与えられた計

画の数値をその算式に当てはめますと、ただ

今ご指摘の計上収支比率になると。過去には

99％台も経験したということもありますし、

計画自体、歳入については考えられる費目の

最小値、収入欠陥を起こさない数値を当てて

います。歳出にあっては総合計画にある事業

を仮に実施した場合こういった歳出になりま

すよという財政推計を立てておりますので、

その場合財政推計についてはそういった組み

立てをしていて、そういった中でやっていま

すから実際にこれを事業として単年度予算と

して実行する時にはこれは当然査定なり、そ

の時々の歳入に合わせた歳出を組み立てると

いう作業が必要になってきますので、現行の

財政推計を利用して基本的には進むという考
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え方でございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 私が申し上げた補

助費、建設事業費これについては年々上昇気

味なんですよね。特に補助費あたりは抑えな

きゃならないと思うんです。そうしないとい

ずれ村も基金がゼロになってパンク状態にな

る。これは明らかに見えていると思うんです

ね。そこで一番の問題は、果たしてどうやっ

て人件費等々を減らすか。それからもう１点

については補助金、各種団体いろいろな補助

金がある、どうやって減らすか。このへんが

新年度の田中村政の腕の見せ所だと思うんで

すよね。これがなくては村を健全育成うんぬ

ん財政再建なんてできないと思うんです。そ

のへん村長もう一度ご説明お願いします。 

○議長（相川繁治君） 村長。 

○村長（田中正治君） 今、長谷川議員ご指

摘のとおり、補助費、普通建設事業費含めて

上がっています。合わせて修繕等の経費も含

めて経費的には上がってきているというのが

予算書を見たときに私も感じております。そ

ういった中でどうするのかというご質問です

けども、当然歳入があって歳出ですからどう

いった方法でその経費を減らせるのかどうか。

その経費がいじれないとすれば何の経費を落

とすのか。そういったやりくりをしなければ

駄目だと思うんですね。 

補助費については簡単に申し上げますと一

番大きいのは広域連合、それからその次に福

祉協議会だとか村内各種団体、大きな団体、

そういったのが多くありますし、医療補助含

めて補助関係の施策等様々あります。これら

がもし落とせないとすれば事業を一個やめる

とか、それを翌年度送りにするとか。やっぱ

り歳入があっての歳出ですから、そこを工夫

してやらざるを得ない。あるいは許される範

囲であれば起債という方法もありますし、最

終的に不足する時には財政調整基金なり目的

基金を使わせてもらうというやりくりをしな

がら進めると。 

議員ご指摘のこのままだと基金が底をつく

だろうというお話もされていますが、そこの

ところはやはりそういった危機に陥るような

基金の使い方をしないという予算決定をして

いかなきゃならないというふうに思いますの

で、実は今、予算査定がこれからなんですけ

ども、既に歳入不足ということで総務課長の

方から聞いていますから、これをどう査定を

して、どれだけ歳入に近づけるのかという努

力をしていかなければならないと。そういう

ことで決算ベースでなんとかつりあいがとれ

るような財政運営を進めていきたいというふ

うに私は今思っております。以上です。 

○議長（相川繁治君） これで一般質問を終

わります。 

 

◎日程第４ 認定第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第４、認定第１

号、平成28年度占冠村一般会計及び各特別会

計歳入歳出決算認定についての件を議題とし

ます。本件について、決算特別委員会の報告

を求めます。 

決算特別委員長、五十嵐正雄君。 

○決算特別委員長（五十嵐正雄君） 決算特

別委員会審査報告について。平成29年９月28

日開催の第５回占冠村議会定例会において付

託された、認定第１号、平成28年度占冠村一

般会計及び各特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件は、去る10月25日・26日、本委員会

を開催し、審査の結果、認定すべきものと決

定したので、会議規則第76条の規定により報

告します。 

○議長（相川繁治君） これから平成28年度
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占冠村一般会計及び各特別会計歳入歳出決算

認定についての件を採決します。 

 この採決は起立によって行います。この採

決に対する委員長の報告は認定とするもので

す。委員長の報告のとおり、認定することに

賛成の方は起立願います。 

（全議員起立） 

○議長（相川繁治君） 起立多数です。した

がって平成28年度占冠村一般会計及び各特別

会計歳入歳出決算認定についての件は、認定

することに決定しました。 

 

◎日程第５ 議案第１号から日程第12 議案第

８号 

○議長（相川繁治君） 日程第５、議案第１

号、村道路線の認定についての件から日程第

12、議案第８号、占冠村土地改良事業経費の

賦課徴収に関する条例の一部を改正する条例

を制定することについてまでの件、８件を一

括議題とします。 

提案理由の説明を求めます。議案第１号及

び議案第８号については産業建設課長、小林

昌弘君。 

○産業建設課長（小林昌弘君） 議案書１ペ

ージお願いいたします。議案第１号、村道路

線の認定について。道路法第８条第１項の規

定により次の路線を村道認定したいので同条

第２項の規定により議会の議決を求めるもの

でございます。 

 提案理由の説明をいたします。国有財産で

あります宮下国道併設道路の譲与を受けるこ

とにより、村道認定をして維持管理を行うも

のでございます。村道調書で説明いたします。

路線番号170、新たに認定するものでござい

ます。路線名、宮下５号支線。起点、占冠村

字シムカプ原野57番254地先国道237号。終点、

占冠村字シムカプ原野47番９地先国道237号。

道路延長、Ｌ＝175.22ｍでございます。位置

図につきましては、議案書２ページをご参照

ください。以上、ご審議宜しくお願い申し上

げます。 

 続きまして議案書19ページをお願いいたし

ます。議案第８号、占冠村土地改良事業経費

の賦課徴収に関する条例の一部を改正する条

例を制定することについてご説明申し上げま

す。本件は、土地改良法等の改正に伴い、占

冠村土地改良事業経費の賦課徴収に関する条

例の一部を改正するものでございます。 

 概要についてご説明申し上げます。本条例

の改正は、土地改良法等の改正に伴い、引用

している条文の条項ずれの改正を行うもので

ございます。占冠村土地改良事業経費の賦課

徴収に関する条例第２条の２第１項中、法第

113条の２第３項を法第113条の３第３項に改

めるものでございます。条例の施行日は公布

の日からとするものでございます。以上、よ

ろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

○議長（相川繁治君） 議案第２号から議案

第５号については、総務課長、多田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） それでは議案書

の３ページをお願いいたします。議案第２号、

占冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に

関する条例の一部を改正する条例を制定する

ことについてご説明申し上げます。 

 本件は、人事院勧告に準じまして第５条第

２項に規定する期末手当を改正するもので、

第１条におきまして平成29年度の12月期分を

現行の100分の222.5から100分の232.5に改め、

第２条におきまして、平成30年度の６月期分

を現行100分の207.5から100分の212.5に、12

月期分を100分の232.5から100分の227.5に改

めようとするものでございます。施行期日に

つきましては公布の日から施行し、平成29年

12月１日から適用、第２条に関しましては、
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平成30年４月１日から適用することとなって

おります。 

 続きまして５ページをお願いいたします。

議案第３号、特別職の職員で常勤のものの給

与に関する条例の一部を改正する条例を制定

することについてご説明申し上げます。 

 本件につきましても人事院勧告に準じまし

て第４条第２項に規定する期末手当を改正す

るもので、第１条におきまして平成29年度12

月期分を現行の100分の222.5から100分の

232.5に改め、第２条におきまして、平成30

年度の６月期分を現行100分の207.5から100

分の212.5、12月期分を100分の232.5から100

分の227.5に改めようとするものでございま

す。施行期日は公布の日から施行し、平成29

年12月１日から適用、第２条に関しましては、

平成30年４月１日から適用することとしてお

ります。 

 続きまして７ページをお願いいたします。

議案第４号、占冠村職員の給与に関する条例

等の一部を改正する条例を制定することにつ

いてご説明申し上げます。 

 本件につきましても人事院勧告に準じまし

て一般職の給与及び勤勉手当について改正す

るものでございます。第１条におきまして平

成29年度の職員の勤勉手当について、12月期

分を現行100分の85を100分の95に改め、再任

用職員の勤勉手当を現行100分の40を100分の

45に改めるものと、一般職の給与表の改定で

ございます。第２条におきまして平成30年度

の職員及び再任用職員の勤勉手当について、

12月期分をそれぞれ100分の95を100分の90に、

100分の45を100分の42.5に改めようとするも

のと文言の修正を行うものでございます。第

３条におきましては給与表の改正によります

減額の補償について、平成33年３月31日まで

延長するものでございます。施行期日につき

ましては一般職の給与については公布の日か

ら施行し、平成29年４月１日から適用、勤勉

手当につきましては公布の日から施行し、平

成29年12月１日から適用し、第２条及び第３

条の規定については平成30年４月１日から適

用することとしております。 

 続きまして議案書13ページをお願いいたし

ます。議案第５号、資金積立金条例の一部を

改正する条例を制定することについてご説明

申し上げます。 

 本件は各種計画に基づいて実施されます事

業の財源として活用するため、その財源に充

てる基金を新たに設置するものでございます。

内容としましては、第２条別表に占冠村むら

びと条例に係る事業の推進を図るための占冠

村むらびと基金及び占冠村むらびと条例に係

る平和の尊さを学ぶことを目的とした教育の

推進を図るための平和の村基金、この２つの

基金を新たに追加するものでございます。附

則としまして、この条例は公布の日から施行

することとしております。以上、ご審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 次に、議案第６号及

び議案第７号については、保健福祉課長、伊

藤俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 議案書15ペ

ージをお願いいたします。議案第６号、占冠

村特定教育保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例を制定することについての提案内

容の説明をいたします。 

初めに訂正とお詫びを申し上げます。去る

12月４日に開催されました総務産業常任委員

会において、本件についての説明を行った際、

施行期日についてはこの条例は平成30年４月

１日から施行し、改正後の第８条の規定は平

成29年４月１日から施行するものとしますと
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訂正し、説明をいたしましたが、その後精査

した結果、訂正する必要がなかったことが判

明したため、施行期日の訂正前のこの条例は

平成30年４月１日から施行すると訂正し、お

詫びを申し上げるところであります。 

それでは議案内容の説明をいたします。改

正理由でございますけれども、特定教育保育

施設及び特定地域型保育事業の運営に関する

基準及び子ども子育て支援法施行規則並びに

就学前の子どもに関する教育・保育等の総合

的な提供の推進に関する法律の一部改正に伴

い、本条例の一部を改正するものであります。 

内容につきましては、基準及び施行規則の

改正に伴い、市町村が子どものための教育、

保育給付の認定を行った時の支給認定証の交

付について保護者からの申請があった場合の

み支給認定証の交付をすることが可能とされ

たことから、このことに伴う支給資格等の確

認について規定する第８条の条文を改正する

ものであります。また、法律の改正に伴い、

引用している条文の条項ずれがあることから、

その改正を行うものであります。第15条第１

項第２号中、同条第９項を同条第11項に改め

るものであります。施行期日につきましては

平成30年４月１日から施行するものとします。

以上で議案第６号の説明を終わります。 

続きまして17ページをお願いいたします。

議案第７号、占冠村国民健康保険条例の一部

を改正する条例を制定することについて、提

案内容の説明をいたします。改正理由につき

ましては、持続可能な保険医療制度を構築す

るための国民健康保険法等の一部を改正する

法律の施行に伴い、国保都道府県単位化に向

け道内での給付基準を統一するため、条例の

一部を改正するものであります。 

内容につきましては、１点目として、出産

育児一時金42万円を40万４千円に改め、健康

保険法施行令第36条に規定する出産であると

認められるときは規則で定めるところにより

３万円を上限として加算できるよう条文の改

正をするものであります。２点目としては、

葬祭費を１万円から３万円に改めるものであ

ります。３点目といたしましてこの条例の改

正に合わせ、文言の整理を行うものでありま

す。施行期日につきましては、この条例は平

成30年４月１日から施行し、平成30年４月１

日以降の出産及び葬祭について適用するもの

であります。以上、提案申し上げますのでご

審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説

明を終わります。 

 

◎日程第13 議案第９号から日程第18 議案第

14号 

○議長（相川繁治君） 日程第13、議案第９

号、平成29年度占冠村一般会計補正予算、第

７号の件から日程第18、議案第14号、平成29

年度占冠村歯科診療所事業特別会計補正予算、

第２号の件までの件６件を一括議題とします。 

提案理由の説明を求めます。議案第９号に

ついては総務課長、多田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） それでは議案書

21ページをお願いいたします。議案第９号、

平成29年度占冠村一般会計補正予算、第７号

についてご説明申し上げます。平成29年度占

冠村一般会計補正予算、第７号は歳入歳出そ

れぞれ395万３千円を追加し、歳入歳出予算

の総額をそれぞれ25億9890万円とするものと、

地方債の変更２件でございます。 

 以下、歳入からご説明申し上げます。27ペ

ージをお願いいたします。14款、１項、国庫

負担金において１目、民生費国庫負担金は障

害者医療費国庫負担金70万円の増額。 

 14款、２項、国庫補助金において１目、総
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務費国庫補助金は社会保障・税番号制度シス

テム整備費補助金106万９千円の増額。 

 15款、１項、道負担金において、１目、民

生費道負担金は障害者医療費道負担金35万円

の増額。 

 15款、２項、道補助金において４目、農林

業費道補助金は森林整備事業補助金284万４

千円の減額。地域づくり総合交付金（エゾシ

カ緊急対策事業）21万円の増額でございます。 

 28ページをお願いいたします。18款、１項、

繰入金において１目、財政調整基金繰入金は

財政調整基金繰入金629万円の増額。 

 19款、１項、繰越金において１目、繰越金

は前年度繰越金241万４千円の増額。 

 20款、５項、雑入において１目、雑入は地

域情報通信基盤施設修繕料代金86万４千円の

増額。旧友桐荘光熱水費40万円の増額。 

 21款、１項、村債において３目、農林業債

は林業専用道鬼峠支線開設工事事業250万円

の減額。林業施設災害復旧事業債300万円の

減額でございます。 

 次に歳出についてご説明いたします。29ペ

ージをお願いいたします。１款、１項、議会

費において１目、議会費は議員報酬140万円、

議員手当49万円の減額。 

 ２款、１項、総務管理費において１目、一

般管理費は特別旅費２万７千円の減額。消耗

品費６万円、燃料費２万７千円の増額。４目、

財産管理費は燃料費８万円、光熱水費40万円

の増額。５目、総合センター管理費は修繕料

30万７千円の増額。７目、企画費は報償費で

開業支援商品券20万円、修繕料86万４千円の

増額。８目、支所費は消耗品費８万円の増額。

10目、旅客自動車運送事業費は修繕料95万円

の増額でございます。 

 ２款、３項、戸籍住民基本台帳費において

１目、戸籍住民基本台帳費は社会保障・税番

号システム整備委託料107万円の増額でござ

います。 

 30ページをお願いいたします。３款、１項、

社会福祉費において１目、社会福祉総務費は

障害者医療費140万円、介護保険会計繰出金

130万円の増額。 

 ３款、２項、児童福祉費において１目、児

童福祉総務費は臨時雇上賃金で110万円の減

額。子どものための教育・保育給付費国庫負

担金返還金103万７千円、子どものための教

育・保育給付費道負担金返還金23万円、北海

道子ども・子育て支援交付金返還金７万４千

円、子ども・子育て支援交付金返還金９万８

千円の増額。２目、保育所費は臨時雇上賃金

170万円の減額でございます。 

 ４款、１項、保健衛生費において１目、保

健衛生総務費は訪問看護ステーション利用者

交通費助成１万８千円の増額。２目、予防費

はがん検診・エキノコックス症検査委託料40

万円、総合健診委託料70万円の減額。５目、

後期高齢者医療費は北海道後期高齢者医療広

域連合市町村負担金118万３千円の増額でご

ざいます。 

 31ページをお願いいたします。４款、２項、

清掃費において２目、じん芥処理費は最終処

分場１工区覆土作業委託料39万９千円の減額。 

 ６款、１項、農業費において２目、農業振

興費は基幹水利施設管理事業費負担金９万円

の増額。 

 ６款、２項、林業費において１目、林業振

興費は熊・鹿駆除捕獲奨励金12万円、普通旅

費18万円、修繕料297万円の増額。林業専用

道鬼峠支線開設工事557万５千円の減額。備

品購入費２万５千円、未来へつなぐ森づくり

推進事業補助金２万３千円の増額でございま

す。 

 32ページをお願いいたします。８款、３項、
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住宅費において１目、住宅管理費は修繕料

500万円の増額。地域振興住宅浄化槽維持管

理委託料17万５千円、公営住宅等長寿命化計

画（見直し）策定業務委託料28万８千円、耐

力度調査業務委託料13万４千円、村営住宅外

装改修工事176万１千円、住宅用火災警報器

交換工事18万４千円の減額でございます。 

 ８款、４項、都市計画費において、３目、

公園費は消耗品20万円、光熱水費30万円の増

額。 

 11款、１項、農林業施設災害復旧費におい

て１目、林業施設災害復旧費は財源振替でご

ざいます。 

 14款、１項、職員費において、１目、特別

職給料21万１千円の減額。特別職手当等21万

１千円の増額。一般職手当等159万２千円の

増額。一般職退職手当組合分159万２千円の

減額でございます。 

戻りまして22ページ及び23ページをお願い

いたします。補正後の歳入歳出予算の金額は

第１表歳入歳出予算補正のとおりでございま

す。24ページをお願いいたします。地方債の

補正につきましては第２表のとおり過疎対策

事業債及び災害復旧事業債について変更しよ

うとするものでございます。以上、ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 議案第10号及び議案

第12号から議案第14号については、保健福祉

課長、伊藤俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 議案33ペー

ジをお開き願います。議案第10号、平成29年

度占冠村国民健康保険事業特別会計補正予算、

第３号についての提案内容の説明をいたしま

す。平成29年度占冠村国民健康保険事業特別

会計補正予算第３号は、歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ1040万円を追加し、歳入

歳出予算の総額を１億9730万円にしようとす

るものであります。歳入歳出予算の補正の款

項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正

後の歳入歳出予算の金額は第１表、歳入歳出

予算補正によります。 

 事項別明細書にて説明をいたします。36ペ

ージをお開き願います。歳入からになります。

歳入は３款、国庫支出金、２項、国庫補助金

は１目、財政調整交付金において88万５千円

の増額です。 

 ６款、道支出金、２項、道補助金は１目、

道財政調整交付金において107万円の増額で

す。 

 ８款、繰入金、１項、繰入金は２目、国保

財政調整基金繰入金において844万５千円の

増額です。 

 次に歳出です。37ページをお願いいたしま

す。１款、総務費、１項、総務管理費は１目、

一般管理費において電算処理委託料32万４千

円の減額、２目、連合会負担金において国保

連合会北海道クラウド導入負担金227万９千

円の増額です。 

 ２款、保険給付費、１項、療養諸費は１目、

一般被保険者療養給付費において380万円の

増額です。 

２款、２項、高額療養費は１目、一般被保

険者高額療養費において350万円の増額です。 

 ７款、共同事業拠出金、１項、共同事業拠

出金は１目、高額医療費共同事業医療費拠出

金において114万５千円の増額です。以上で

議案第10号の説明を終わります。 

 続きまして議案43ページをお願いいたしま

す。議案第12号、平成29年度占冠村介護保険

特別会計補正予算、第３号についての提案内

容の説明をいたします。平成29年度占冠村介

護保険特別会計補正予算、第３号は歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ170万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を１億1450万円に
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しようとするものであります。歳入歳出予算

の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額

並びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表、

歳入歳出予算補正によります。 

 事項別明細書により説明を行います。46ペ

ージをお願いいたします。歳入は、３款、国

庫支出金、２項、国庫補助金は２目、地域支

援事業交付金において39万円の減額、３目、

事業費補助金において47万円の増額です。 

 ５款、道支出金、２項、道補助金は１目、

地域支援事業交付金において19万５千円の減

額。 

 ７款、繰入金、１項、一般会計繰入金は２

目、地域支援事業繰入金10万円の減額、４目、

その他一般会計繰入金において事務費繰入金

140万円の増額です。 

 ８款、繰越金、１項、繰越金は前年度繰越

金51万５千円の増額です。 

 次に歳出です。47ページをご覧願います。

１款、総務費、１項、総務管理費は１目、一

般管理費において13節、委託料、制度改正に

伴う介護システム改修委託料117万６千円の

増額。マイナンバー制度改正に伴う介護シス

テム改修委託料43万９千円の増額です。 

 ３款、地域支援事業費、１項、地域支援事

業費、２目、一般介護予防事業費は財源振替

です。３目、包括的支援事業費は職員手当等

４万７千円の増額、共済費１万円の増額。使

用料、及び賃借料２万８千円の増額です。以

上で議案第12号の説明を終わります。 

 次に議案49ページをお願いいたします。議

案第13号、平成29年度占冠村後期高齢者医療

特別会計補正予算、第１号についての提案内

容の説明をいたします。平成29年度後期高齢

者医療特別会計補正予算、第１号は歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ60万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を1790万円にしよう

とするものであります。歳入歳出予算の補正

の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに

補正後の歳入歳出予算の金額は第１表、歳入

歳出予算補正によります。 

 事項別明細書により説明いたします。52ペ

ージをお願いいたします。歳入は１款、後期

高齢者医療保険料、１項、後期高齢者医療保

険料は１目、特別徴収保険料において現年度

分４万円の増。２目、普通徴収保険料現年度

分56万円の増額です。 

 次に歳出は２款、後期高齢者医療広域連合

納付金、１項、後期高齢者医療広域連合納付

金は１目、後期高齢者医療広域連合納付金、

19節、負担金、補助及び交付金において保険

料等負担金60万円の増額です。以上で議案第

13号の説明を終わります。 

 続きまして議案53ページをお願いいたしま

す。議案第14号、平成29年度占冠村歯科診療

所事業特別会計補正予算、第２号についての

提案内容の説明をいたします。平成29年度占

冠村歯科診療所事業特別会計補正予算、第２

号は歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

20万円を追加し、歳入歳出予算の総額を2170

万円にするものであります。歳入歳出予算の

補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並

びに補正後の歳入歳出予算の金額は第１表、

歳入歳出予算補正によります。 

 事項別明細書により説明いたします。56ペ

ージをお願いいたします。歳入は４款、繰越

金、１項、繰越金において前年度繰越金20万

円の増額です。 

 次に歳出は２項、医業費、１項、医業費は

１目、医業費においてトマム歯科診療所医療

機器修繕料の計上で20万円の増額です。以上

で提出議案の説明を終わります。よろしくご

審議くださいますようお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 議案第11号について
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は、産業建設課長、小林昌弘君。 

○産業建設課長（小林昌弘君） 議案書39ペ

ージをお願いいたします。議案第11号、平成

29年度占冠村簡易水道事業特別会計補正予算、

第４号についてご説明いたします。歳入歳出

予算の総額に歳入歳出それぞれ50万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１億1090万円とするものでございます。 

議案書42ページをお願いいたします。歳入

からご説明いたします。５款、諸収入、１項、

雑入、１目、雑入で消費税及び地方消費税還

付金50万円の増額でございます。 

続きまして歳出のご説明をいたします。２

款、管理費、１項、施設管理費、１目、施設

維持費、需用費の修繕料で50万円の増額でご

ざいます。 

議案書40ページをお願いいたします。補正

後の歳出予算の金額は第１表、歳入歳出予算

補正のとおりでございます。ご審議よろしく

お願いいたします。 

○議長（相川繁治君） これで提案理由の説

明を終わります。 

 

◎散会宣言 

○議長（相川繁治君） 以上で本日の日程は

全部終了しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 

本日はこれで散会します。 

散会 午後１時55分 
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

 

平成 ３０年  １月 ３０日 

 

占冠村議会議長   相 川 繁 治 

（署 名 議 員） 

占冠村議会議員   工 藤 國 忠 

占冠村議会議員   大 谷 元 江 
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平成29年第７回占冠村議会定例会会議録（第２号） 

平成29年12月15日（金曜日） 

 

○議事日程 

  議長開会宣言（午前10時） 

日程第 １ 議案第 １号 村道路線の認定について 

日程第 ２ 議案第 ２号 
占冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例を制定することについて 

日程第 ３ 議案第 ３号 
特別職の職員で常勤のものの給与に関する条例の一部を改正

する条例を制定することについて 

日程第 ４ 議案第 ４号 
占冠村職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例を制

定することについて 

日程第 ５ 議案第 ５号 
資金積立基金条例の一部を改正する条例を制定することにつ

いて 

日程第 ６ 議案第 ６号 

占冠村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例を制定するこ

とについて 

日程第 ７ 議案第 ７号 
占冠村国民健康保険条例の一部を改正する条例を制定するこ

とについて 

日程第 ８ 議案第 ８号 
占冠村土地改良事業経費の賦課徴収に関する条例の一部を改

正する条例を制定することについて 

日程第 ９ 議案第 ９号 平成 29年度占冠村一般会計補正予算（第７号） 

日程第 10 議案第 10号 
平成 29 年度占冠村国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号） 

日程第 11 議案第 11号 平成 29年度占冠村簡易水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第 12 議案第 12号 平成 29年度占冠村介護保険特別会計補正予算（第３号） 

日程第 13 議案第 13号 
平成 29 年度占冠村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

号） 

日程第 14 議案第 14号 
平成 29 年度占冠村歯科診療所事業特別会計補正予算（第２

号） 

 

○出席議員（７人） 

  議長  ８番 相 川 繁 治 君  副議長  １番 工 藤 國 忠 君 

      ３番 大 谷 元 江 君       ４番 長谷川 耿 聰 君 

５番 山 本 敬 介 君       ６番 五十嵐 正 雄 君 

７番 佐 野 一 紀 君 
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○欠席議員（０人） 

 

○出席説明員 

（長部局）     

占 冠 村 長 田 中 正 治  副 村 長 松 永 英 敬 

会 計 管 理 者 平 岡   卓  総 務 課 長 多 田 淳 史 

企 画 商 工 課 長 三 浦 康 幸  地 域 振 興 対 策 室 長 野 村 直 広 

保 健 福 祉 課 長 伊 藤 俊 幸  産 業 建 設 課 長 小 林 昌 弘 

林 業 振 興 室 長 今 野 良 彦  ト マ ム 支 所 長 平 川 満 彦 

総 務 担 当 主 幹 蠣 崎 純 一  職 員 厚 生 担 当 主 幹 細 川 明 美 

財 務 担 当 係 長 野 原 大 樹  税 務 担 当 主 幹 佐久間     敦 

企 画 担 当 係 長 佐々木 智 猛  国 保 医 療 担 当 主 幹 上 島 早 苗 

社 会 福 祉 担 当 主 幹 高 桑   浩  保 健 予 防 担 当 主 幹 松 永 真 里 

介 護 担 当 主 幹 木 村 恭 美  建 築 担 当 主 幹 嵯 峨 典 子 

農 業 担 当 係 長 杉 岡 裕 二  環 境 衛 生 担 当 主 幹 石 坂 勝 美 

林 業 振 興 室 主 幹 鈴 木 智 宏    

（教育委員会）     

教 育 長 藤 本   武  教 育 次 長 岡 崎 至 可 

（農業委員会）     

会 長 安 田 堅 吾  事 務 局 長 小 林 昌 弘 

（選挙管理委員会）     

書 記 長 多 田 淳 史    

（監査委員）     

監 査 委 員 木 村 英 記  監 査 委 員 山 本 敬 介 

事 務 局 長 小 尾 雅 彦    

 

○出席事務局職員 

事 務 局 長 小 尾 雅 彦  主 事 久 保 璃 華 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    



 34 / 49 

開会 午前10時00分 

 

◎開議宣言 

○議長（相川繁治君） 皆さんおはようござ

います。ただいまの出席議員は７人です。定

足数に達しておりますので、これから本日の

会議を開きます。 

 

◎議事日程 

○議長（相川繁治君） 本日の議事日程は、

あらかじめ、お手元に配布したとおりです。 

 

◎日程第１ 議案第１号 

○議長（相川繁治君） 日程第１、議案第１

号、村道路線の認定についての件を議題とし

ます。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

 ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 少しお聞きしたいと

思います。村民みんなあそこは不思議な道路

になっているなというふうに思っていると思

うんですけど、あれがああいう形で残ってい

る経緯をお聞きしたいのと、今このタイミン

グでどうして村道になるのかということです

ね。ずっと開発の土地できていると思うんで

すが、このタイミングでどうして村道にする

のかということですね。 

それと、村道にした後、当然コストもかか

ってくると思いますが、道路としてのみ利用

していく方針か、そのあたりのところ。村に

入っていくちょうど見える位置というか、何

かＰＲするにもちょうど良い場所だというふ

うにも思えるんですよね。そういった活用方

法も考えているのか、そういったことを少し

お聞きしたいと思います。以上です。 

○議長（相川繁治君） 産業建設課長、小林

昌弘君。 

○産業建設課長（小林昌弘君） 山本議員の

ご質問にお答えいたします。１点目のこれま

での経緯なんですけれども、確かに国道拡幅

になりましてからかなりの年数が経っており

ます。これまでの経緯につきましては私のほ

うもそこまで調べておりませんのでこの場で

はちょっとお答えすることができないんです

けれども、平成26年に旭川開発建設部のほう

から宮下国道併設道路について平成27年度以

降に無償譲渡したいという旨の申し出がござ

いました。その後、28年にも同じような話を

旭川建設部のほうからいただいていたわけな

んですけれども、用地の確定とかがまだ終わ

っていなかったことで、その用地の確定が平

成29年に行われております。用地の確定を受

けまして、今回村道の認定の議案を提出した

ところでございます。譲与についてはこの村

道の認定の議決をいただいた後に譲与申請の

提出をいたしまして、その後譲与の契約の締

結、また、その後所有権の移転登記という形

で進めていくことになります。 

 ２点目の今後の活用方法でありますけれど

も、今回村道として認定ですのであくまでも

道路という形で活用していくということでそ

の他の活用方法については今のところ特には

ございません。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） もう１点、今中央分

離帯になっている部分がありますよね。国道

と今回村道になる間の中央分離帯の部分、こ

の部分というのはどちらの所有になるんでし

ょうか。 

○議長（相川繁治君） 産業建設課長、小林

昌弘君。 

○産業建設課長（小林昌弘君） お答えいた

します。中央分離帯といいますか、国道の歩
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道の部分になるかと思うんですけれども、こ

ちらについては開発局の用地になります。以

上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第１号、村道路線の認定につ

いての件を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第１号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第２ 議案第２号 

○議長（相川繁治君） 日程第２、議案第２

号、占冠村議会議員の議員報酬及び費用弁償

等に関する条例の一部を改正する条例を制定

することについての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

これから、議案第２号、占冠村議会議員の

議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例を制定することについての件

を採決します。 

本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第２号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第３ 議案第３号 

○議長（相川繁治君） 日程第３、議案第３

号、特別職の職員で常勤のものの給与に関す

る条例の一部を改正する条例を制定すること

についての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから、議案第３号、特別職の職員で常

勤のものの給与に関する条例の一部を改正す

る条例を制定することについての件を採決し

ます。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第３号は原案のとおり可

決しました。 
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◎日程第４ 議案第４号 

○議長（相川繁治君） 日程第４、議案第４

号、占冠村職員の給与に関する条例等の一部

を改正する条例を制定することについての件

を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

これから、議案第４号、占冠村職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例を制定

することについての件を採決します。 

本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第４号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第５ 議案第５号 

○議長（相川繁治君） 日程第５、議案第５

号、資金積立基金条例の一部を改正する条例

を制定することについての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

 ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 議案第５号について

何点かお伺いしたいと思います。まず、今回

占冠村のむらびと基金と平和の村基金を新た

に設置するということで説明がありましたけ

れども、平和の村基金については趣旨の部分

は五十嵐議員の質問で分かった部分もありま

した。ただ、この２つとも改めて設立する、

まずは趣旨についてお伺いしたい。これが１

つ目です。 

 あと、基金はどのような規模になるのか。

そして、どのような運用を想定しているのか。

当初の財源も含めて詳しくお伺いしたいと思

います。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） 山本議員のご質

問にお答えいたします。まず、２つの基金の

創設の趣旨でございますけれども、平和の村

基金につきましては昨日の五十嵐議員の質問

の中で村長がお答えしていたようなことで、

特定寄附もあったことからこのような形で基

金のほうを創設させていただくということに

なりまして、平和体験学習に生徒が全員行け

るような財源として活用したいというふうに

考えてございます。 

 それからむらびと基金、こちらのほうなん

ですけれども、実はふるさと納税の充当とい

うことになってまいりまして、今現在、林

業・農業・福祉、それから環境保全と観光と

いうことでふるさと納税の寄附金について振

り分けをさせていただいておりますが、実は

指定なしということで寄附をいただく比率が

全体の58％ほどございます。このようなこと

から、基金に地方創生、それから人づくり、

コミュニティづくりに係る案件について財源

がないということもございますので、むらび

と基金という名称で基金を創設させていただ

いて、住民活動の推進事業ですとか、公設塾

などの事業の財源として充てていきたいとい

うことで創設させていただいております。 

 積立の規模としましては、当初、平和の村
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基金につきましては100万円程度見込んでご

ざいます。その他につきましては具体的な事

業として300万円程度になるかというふうに

思っています。以上です。 

○議長（相川繁治君） ５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 大体分かりましたが、

当初100万と300万くらいということですが、

これは毎年基金として積んで大きくしていっ

てから運用するのか、それともその年にどん

どん運用していくのか。そのあたりの運用の

方向性についてお伺いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） お答えいたしま

す。こちらにつきましてはその都度運用して

いきたいというふうに考えております。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ございませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

これから、議案第５号、資金積立基金条例

の一部を改正する条例を制定することについ

ての件を採決します。 

本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第５号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第６ 議案第６号 

○議長（相川繁治君） 日程第６、議案第６

号、占冠村特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例を制定することについ

ての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから、議案第６号、占冠村特定教育・

保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例

を制定することについての件を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第６号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第７ 議案第７号 

○議長（相川繁治君） 日程第７、議案第７

号、占冠村国民健康保険条例の一部を改正す

る条例を制定することについての件を議題と

します。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

 ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） おはようございます。

先日行われた常任委員会でも質問させていた

だいたのですが、まだちょっと納得がいきま
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せんので再度質問させていただきます。 

 この支給額の設定なんですが、42万円とい

うのは条例を確認しましたが42万円を支給す

るという、ただし書も何もなく記載されてお

りましたので、これも納得がいかないのです

が、40万４千円にする理由。そしてただし書

の３万円は何を意味して３万円としているの

か。計算すると１万６千円減額になるなと単

純に思うわけですけれども、この理由を教え

ていただきたい。説明願います。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 大谷議員の

ご質問にお答えさせていただきます。出産育

児一時金の金額についてでありますけれども、

条例改正しましてもこれまでどおり出産育児

一時金につきましては42万円であります。こ

の42万円という金額につきましては、健康保

険法施行令で定められた主産育児一時金、医

療機関に支払う出産に要する費用が40万４千

円に、出産による後遺症に対する産科医療補

償制度の掛金相当額１万６千円を加算した金

額が42万円であります。 

 これまで本村では条例でこれらの金額を合

算した金額を出産育児一時金としておりまし

たが、産科医療補償制度に未加入の分娩機関

での出産には掛金相当額は支給しないため、

その場合出産育児一時金は40万４千円となり

ます。道内での分娩機関では100％この制度

に加入していることから１万６千円を加算し

た42万円が出産育児一時金となります。この

ことを明文化するために今回条例改正を行う

ものであります。 

 また、加算額の３万円を上限にしている理

由でありますけれども、これについては産科

医療補償制度の掛金相当額分でありまして、

制度創設以来掛金が変動されることが想定さ

れておりますことから幅を持たせているもの

であります。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 産科医療補償制度と

いうもので掛金として３万円が補償されてい

るからこの上限３万円というものが入ってい

るのかなと思うんですが、それがこの改正で

１万６千円になるという理由はなんなんでし

ょうか。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 掛金が３万

円補償されているということではありません

で、当初この産科医療補償制度が創設された

時には掛金が３万円だったんです。それ以降

掛金の改正が行われて今現在１万６千円とい

う金額に設定されているということでござい

ます。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 今産科補償制度が１

万６千円なので１万６千円でその加算額40万

４千円の基本に１万６千円の医療補償制度が

加算されて42万円になるよということですよ

ね。今改めて40万４千円にする理由、そして

今まで条例に書かれていました42万円、加算

額が含まれての42万円としている理由、その

へんが納得いかないんですね。分ける理由が

納得いきませんので説明願います。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 議員の質問

に答えさせていただきたいと思います。分け

る理由につきましては先ほども申し上げまし

たとおり、出産に係る費用としての40万４千

円と産科医療補償制度の掛金相当額の１万６

千円といった内容によるものであります。 

 なぜ今回分けて条例改正をしたかというと、
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これまでが本来であればもっと前に法律が成

立したときにこのように標記するべきものだ

ったんですけれども、今回間違いが発覚した

ことによりまして改正させていただきたいと

いうことであります。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 大変難しい問題で

なかなか理解に苦しむんです。私もこれをみ

ると何故42万円を40万４千円にしたのかと単

純にそう思うんです。ここに村長が国民健康

保険政令、大正15年云々とある。36条の規定

を勘案し、必要と認める時は規則で定めるこ

とによってこれに３万円を上限に加算すると。

これを読んだって分かりませんよね。 

そこで調べたんですけれども、国民健康保

険令36条、これは法第101条の政令の金額が

あるんですよ。その施行令で定めているのは

39万円とするとあるんですよね。39万円が基

礎となって１号２号という条件があるんです

よね。結局39万円に３万足して42万円ですか、

こういうことになるんですよ。体重が2000グ

ラム以上だとかいろいろ基準、要件があるん

ですけれども。 

 １点だけ、単純に聞いておきたいんですけ

れども、１万６千円減額となって40万４千円

となる方の要件、これはどういう人が40万４

千円を支給されるのか。１点だけ、これさえ

分かれば私は納得できるんです。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 40万４千円

だけ支給される要件なんですけれども、先ほ

どもご説明いたしましたが、産科医療補償制

度に加入していない医療機関において分娩さ

れた場合においては40万４千円が医療機関に

支払われるということであります。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 調べてみたらそう

いう医療機関はないんですよ。全部入ってい

るんですよ。だから未加入の医療機関で出産

した場合は40万４千円と、こういう医療機関

はないんですよ。もう１つ要件があると思う

んですよ。その要件を教えていただきたいん

ですよ。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 私共のほう

で調べたところでは医療制度に加入していな

い医療機関はあります。医療制度に加入して

いるところは全国の加入率でいくと99％、

１％加入していないところがあるということ

であります。あと、産科医療補償制度の対象

にならない出産としまして22週未満の分娩に

ついては産科医療制度の対象とならない出産

でありますので、産科医療補償制度に加入し

ている医療機関においても22週未満の出産に

ついては40万４千円となります。以上です。 

○議長（相川繁治君） ４番、長谷川耿聰君。 

○４番（長谷川耿聰君） 22週未満で出産し

た場合は40万４千円なんですね。22週を超え

るといくらになるんですか。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 産科医療補

償制度に加入している医療機関で分娩した場

合において、22週を越えた場合については42

万円が医療機関に支払われるということであ

ります。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。
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これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから、議案第７号、占冠村国民健康保

険条例の一部を改正する条例を制定すること

についての件を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第７号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第８ 議案第８号 

○議長（相川繁治君） 日程第８、議案第８

号、占冠村土地改良事業経費の賦課徴収に関

する条例の一部を改正する条例を制定するこ

とについての件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから、議案第８号、占冠村土地改良事

業経費の賦課徴収に関する条例の一部を改正

する条例を制定することについての件を採決

します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第８号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第９ 議案第９号 

○議長（相川繁治君） 日程第９、議案第９

号、平成29年度占冠村一般会計補正予算、第

７号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

５番、山本敬介君。 

○５番（山本敬介君） 何点か確認のために

お伺いしたいと思います。まず、議案29ペー

ジ、２款、総務費、１項、総務管理費の５目、

総合センター管理費の11節、需用費30万７千

円の内容についてお知らせください。 

 その２段下、７目、企画費の中の同じく需

用費の中の修繕料86万４千円の内容について

お伺いしたいと思います。 

 さらにその２つ下、旅客自動車の運送事業

費の中のこれも修繕料95万円の内容について

お伺いします。 

 続きまして30ページ、３款、民生費、２項、

児童福祉費、１目、児童福祉総務費の中の７

節の賃金、臨時雇上賃金の110万円の減、そ

れと保育所費の中も同じく臨時雇上賃金の

170万円の減。保育所または児童についての

臨時の雇上について、これは採用ができなか

ったのか、そのあたりの事情をお知らせくだ

さい。 

 続きまして４款、衛生費、１項、保健衛生

費の２目、予防費、13節、委託料。検診委託

料が合わせて110万円の減になっていますが、

これは受診率が下がっているのかどうか。そ

のあたりのことをお知らせください。 

 続きまして31ページ、４款、２項、清掃費、
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２目、じん芥処理費の中の13節、委託料です。

最終処分場の覆土作業の委託料が39万９千円

の減ということですが、これの理由について

お知らせください。 

 32ページになります。８款、土木費、３項、

住宅費、１目、住宅管理費の中の11節、需用

費の修繕料500万増になっていますが、この

内容についてお知らせください。 

 同じく32ページ、４項、都市計画費の中の

公園費、11節の需要費、消耗品20万、光熱水

費の30万ですが、この内容についてお知らせ

ください。以上です。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） それでは私のほ

うから29ページ、２款、１項、総務管理費の

総合センター管理費修繕料37万円についてお

答えいたします。こちらにつきましては、総

合センターの非常用照明のバッテリーの交換、

それからその他商工会、村長室の老朽化しま

したカーテン、ブラインドの交換ということ

で修繕料を計上させていただいております。

以上です。 

○議長（相川繁治君） 産業建設課長、小林

昌弘君。 

○産業建設課長（小林昌弘君） 山本議員の

ご質問にお答えいたします。まず１点目、29

ページ、２款、総務費、１項、総務管理費、

10目の旅客自動車運送事業費の修繕料でござ

います。こちらにつきましては95万円計上し

ておりまして、村営バスの修繕でございます。

村営バス富良野線で３台バスを保有しており

まして、この３台の修繕費60万円で計上して

おります。修繕の内容ですけれども、スプリ

ングの交換、あとヒーターポンプの取替え、

オルタネーターのベルトダンパー交換等を予

定しておりまして、現在予算のほうも当初予

算が底をついているということで、突発的な

修理に今後対応すべく予算のほうを計上させ

ていただいております。残りの35万円につき

ましてはトマム線のバスになります。こちら

につきましてもヒーターのモーターの交換、

タイロットダンパーの取替えですとかを予定

しております。 

 続きまして31ページ、４款、２項、２目、

じん芥処理費の委託料でございます。最終処

分場の１工区覆土作業委託料39万９千円の減

額理由でございますけれども、こちらにつき

ましては昨日の一般質問のほうでも最終処分

場について質問いただいておりますけれども、

当初予算において処分場第１工区と第２工区

がございまして、第１工区の閉鎖に向けて最

終覆土の予算措置をしておりました。しかし、

ごみ減量化推進委員会で最終処分場について

議論しており、結論が年度末ということもあ

ることから今年度はこの業務を見合わせたい

ということで減額をしております。 

 続きまして32ページ、８款、土木費、３項、

住宅費、１目、住宅管理費の11節、需用費、

修繕料でございます。500万円の増額という

ことで、こちらにつきましてはトマムにあり

ます第２トマム団地、こちらを11月末で一棟

４戸を用途廃止しまして、村有住宅にしてお

ります。こちらに関わる修繕費ということで

計上させていただいております。こちらにつ

いては、浴室の改修、ボイラーの設置、それ

に伴う配管ということで予算のほうを計上さ

せていただいております。 

 続きまして同じく32ページの８款、土木費、

４項、都市計画費、３目、公園費の需用費で

す。こちらにつきましては消耗品費、光熱水

費、それぞれ農村公園のトイレに関わるもの

でございまして、こちらにつきましては日勝

峠の通行止めに伴う道東自動車道の無料化に
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よりましてこれまで利用者が増加しておりま

した。それに伴いまして消耗品としましては

トイレットペーパー及び洗剤の使用料が増え

たということで予算計上しております。光熱

費につきましても同じように電気料が増加し

ているということで今回計上させていただい

ております。以上でございます。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 山本議員の

ご質問にお答えさせていただきます。30ペー

ジ、３款、２項、児童福祉費、１目、児童福

祉総務費の賃金110万円の減額についてであ

りますけれども、これにつきましては学童ク

ラブに係る臨時職員の賃金と、トマム地区で

行っております１歳児保育に係る臨時職員の

賃金を計上しておりまして、今回学童クラブ

に係る賃金として70万円の減、１歳児保育に

係る賃金として40万円の減であります。これ

につきましては対象児童がいない場合には行

わない場合もありまして、回数・時間の減に

よるものと、社会保険の適用の制度の変更に

よりまして勤務時間が抑制されてしましまし

てそれによる賃金の減があります。 

 保育所費の臨時雇上賃金の170万円の減で

ありますけれども、これにつきましてはトマ

ム保育所については月平均３人の臨時職員を

計上しておりましたが、実際は月平均1.5人

の臨時職員で対応してきたことによりまして

160万円の減を予定しております。中央地区

につきましては月平均4.5人の臨時職員に対

して現在も4.5人の臨時職員で対応しており

まして、これにつきましては勤務時間等の状

況等があり10万円の予算減といったことで、

金額的には大きいですけれども、合計170万

円の減といった状況であります。 

 ４款、１項、２目の予防費の検診について

ですけれども、検診率でありますけれども、

昨年度よりも受診率が下がっている現状にあ

ります。胃がん検診では28年度10.4％だった

のが9.2％、大腸がん検診については17.5％

だったものが15.7％、肺がん検診については

23.5％が22.7％といった感じで昨年よりも下

がっている状況にあります。また、健診につ

きましても昨年度は約57％だったものが今現

在で43.9％といったことで受診率が下がって

いる状況にあります。以上です。 

○議長（相川繁治君） 企画商工課長、三浦

康幸君。 

○企画商工課長（三浦康幸君） 山本議員の

ご質問にお答えいたします。29ページ、２款、

総務費、１項、総務管理費、７目、企画費の

修繕料でございますけれども、こちらはトマ

ムリゾートの社員寮等の増設による光ケーブ

ルの修繕となっております。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。 

６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 31ページ、６款、

農林業費、２項、林業費の中の１目、林業振

興費の中で額は小さいんですけれども熊・鹿

の補助事業ということで12万円の予算増と。

説明受けたと思うんですけれども、再度聞い

ておきます。鹿、熊のそれぞれの今日までの

捕獲頭数、それから今後の見通しとこの１年

間でどのくらいの頭数になるのか明らかにし

てほしいと思います。 

 それから２つ目、19節の負担金、補助及び

交付金の関係で未来へつなぐ森づくり推進事

業の補助金ということで２万３千円の増にな

っております。この補助金、今回追加してい

るわけですけれども全体的にどれだけの面積

に対して補助が出されているのか。そのへん

についてと既に伐採されたり、未立木地にな
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っているところを今後村として民有林含めた

指導をして森づくりをしていくということで

あるのかどうか。そのへんについて伺います。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） 五十嵐議員

の質問にお答えいたします。まず未来へつな

ぐ森づくりですけれども、この事業はご承知

のとおり切った山が植えられないことを解消

されるために必ず植えるということを事業の

目的として進められております。それでこの

２万３千円の補正でございますが、事業費が

伸びたということで２万３千円の増になって

いるということで、事業の対象としての面積

については９haということでございます。 

 それから熊・鹿でございますが、熊につい

ては当初５頭ということで予算計上しており

ましたが、ご承知のとおり今年畑に熊が出て

くるのが多くて予定よりも４頭多く捕獲した

ということで１頭あたり３万円で12万円の補

助ということでございます。鹿については今

手元にないので後で説明いたします。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 補助事業の関係で

事業費の見直し等を含めて９haに対して２万

３千円の追加をせざるを得ないとこういうこ

とです。後段で質問したように民有林等含め

て未立木地というか、そういった伐採や施業

した後のそのまま放置されている林分という

か、そのへんについての面積の把握と、前に

も質問しているんですけれども、村内の中に

も何箇所か未立木地等があるわけですよね。

それらは台風等の被害以降ほとんど手を付け

られないとかそういったことも含めてあれば、

そのへんについての造林等を積極的にやるべ

きだと。 

例えば中央からよく見える村有林に上がっ

ていくところの日高のほうの事業体がもって

いる山が高速道路の関係で実は皆伐されて以

降、早急に植林をするということで高速道路

の公団のほうとも話をして、早急に解消して

いくとこういうことになっていたんですけれ

ども、そのへんがどこまで進められているの

か。少なくとも住民や観光客から見えるとこ

ろについては積極的に未立木地の解消という

か、皆伐跡地の解消を、たとえ民有林であっ

ても解消すべきだというふうに思っています。

そのへんの関係について把握しているものが

あれば、どういった事業をしていくのかも含

めて答弁をお願いいたします。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） お答えいた

します。鹿の頭数ですけれども11月末現在で

237頭ということでございます。 

 それから、一般民有林の未立木地の扱いで

ございますが、大変申し訳ございません。私

はそのへんの経緯をよく承知しておりません。

当然森林として扱う、森林法でいう５条森林

ということで扱っているものについては未立

木地の解消というのはしていかなければなら

ないので、そのへんについて森林組合を通し

て早急に造林するなり、天然更新の手段をす

るなり、指導をしていきたいというふうに思

っております。以上です。 

○議長（相川繁治君） ６番、五十嵐正雄君。 

○６番（五十嵐正雄君） 中央地区から見え

るところのスキー場の横のところ、これにつ

いてはかなり前から造林すべきだということ

で進んでいるわけですけれども、ちょうど高

速道路のトンネルの上のところですよね。上

部のところが全く植えられていなかったとい

うことで村のほうから要請して経緯としては

東日本に早急に造林等の催促をということで
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お願いしていると、こういう答弁をもらって

いるんですよ。なかなかそのへんについても

解消されていないということなので、こうい

ったことも含めてきちっと事業体にやらせる

ということが必要だろうと思います。本当に

見にくい山になっていますので、一部上部の

ほうについては造林されて筋等がはっきりし

て植えた苗も遠くからでも見えるようになっ

ていますから、少しずつ回復しているんです

けれども、そのへんについて早急に図るべき

だというふうに思っています。そのへんにつ

いて伺います。 

○議長（相川繁治君） 林業振興室長、今野

良彦君。 

○林業振興室長（今野良彦君） お答えいた

します。確かに未立木地でそのまま何かすれ

ばシラカバが生えてきて山になるという話も

あるんですが、それまでの間に20年も30年も

かかるということで、早急な対応を取ってい

かなければならないということで、議員のご

指摘もございましたので、関係機関にお話し

ながら早急な対策を促していきたいなという

ふうに思っております。 

 それから先ほどの未来へつなぐ森づくりの

面積ですが、勘違いしておりまして19haです。

訂正させていただきます。失礼いたしました。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑はありませ

んか。３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 30ページ、３款、２

項、１目、児童福祉総務費、先ほど山本議員

が臨時雇上賃金を伺っておりましたので、23

節、償還金、利子及び割引料、子どものため

の教育、北海道子ども・子育て支援、子ど

も・子育て支援交付金と４種の返還金がござ

いますが、総額143万９千円の返還する理由

をお知らせ願います。 

 それともう１点、４款、１項、５目の19節、

北海道後期高齢者医療後期連合市町村負担金

（平成28年度精算分）で118万３千円の増と。

精算されて不足分が生じたのかなと思います

けれども、これの内訳を説明願います。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 大谷議員の

ご質問にお答えいたします。まず、後期高齢

者医療の内訳につきましてはお時間をいただ

きたいと思います。 

 児童福祉総務費の関係でありますけれども、

子どものための教育・保育給付費国庫負担金

と道負担金につきましては保育所の運営に係

る負担金であります。下の２段の交付金につ

きましては学童保育の運営に係る交付金であ

りまして、いずれも28年度の事業費の確定に

よる返還金でございます。以上です。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ありません

か。 

７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 29ページの２款、１

項、総務管理費の中の４目、財産管理費の中

で11節、需用費の光熱水費40万円となってお

りますが、これは要旨を見れば旧友桐荘の光

熱水費ということですが、それでよろしいで

すか。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） お答えします。

議員ご指摘のとおり、旧友桐荘の光熱水費と

いうことで、現在工事業者のほうが友桐荘の

ほうに入っておりまして、そちらにかかって

いる光熱水費、電気代ということになります。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 旧友桐荘、勤労福祉

会館も同じ建物ですがそういった別な状態で

土建屋さんが入った部分の需要費でよろしい



 45 / 49 

んですね。 

○議長（相川繁治君） 総務課長、多田淳史

君。 

○総務課長（多田淳史君） お答えします。

そちらにつきましては間違いございませんで、

工事業者のほうの入居にかかりますお金とい

うことで、雑入で40万円ほど見ておりますが、

こちらに入ってくるという形になっておりま

す。 

○議長（相川繁治君） ７番、佐野一紀君。 

○７番（佐野一紀君） 光熱水費ということ

で40万円、議案書では燃料費もそうなのか分

からないんですが、土建屋さんに貸し出して

いる金額については分かりますか。あそこは

通して40万円ということではないですよね、

お伺いいたします。 

○議長（相川繁治君） このままの状態で暫

時休憩いたします。 

休憩 午前10時59分 

再開 午前11時00分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。 

総務課長、多田淳史君。 

○総務課長（多田淳史君） お時間いただき

まして申し訳ございません。家賃につきまし

ては別途いただいておりまして月額６万円と

いうことです。以上です。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 大谷議員の

ご質問にお答えいたします。４款、１項、５

目、後期高齢者療養費に係る北海道後期高齢

者医療広域連合市町村負担金の精算分につい

てでありますけれども、これにつきましては

後期高齢者医療にかかる療養給付費の負担金

でございます。28年度で概算で支出していた

ものが確定によりまして118万２千円不足し

ていたことから今回精算分として支出するも

のであります。以上です。 

○議長（相川繁治君） ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 増額になったのは分

かるんですが、その理由、その中身を説明願

いますと質問したのですが。総額は増えたの

は分かります。内訳を教えてください。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） この負担金

につきましては、療養給付費に係る負担金で

ございまして、28年度の概算で支出している

額が1342万１千円で、今回確定した額が1460

万３千円でありまして、その不足額118万２

千円ということであります。 

○議長（相川繁治君） 大谷議員、納得して

いない部分は質問の回数に入れないで言って

良いと思うんですよね。そうでなかったら納

得のいかないところでやりとりしていたら本

題に入っていけないと思うので。そこはその

ままやっていいと思いますので。 

 ３番、大谷元江君。 

○３番（大谷元江君） 増えた理由、総額で

増えたのは分かるんです。その理由が診療者

が増えたのか、何か理由があると思うんです

ね。予算計上していたものより増えましたよ

ということですので、その増えた理由、医療

給付は分かりますが、増えた理由を説明願い

たいんですが、その理由は担当者の時点では

請求が来たので払いますというだけで記載さ

れているのか、そのへん説明願います。 

○議長（相川繁治君） 保健福祉課長、伊藤

俊幸君。 

○保健福祉課長（伊藤俊幸君） 医療費が増

えたことによって負担が増えたということな

んですよね。負担金と言っても医療費分を広

域連合にお支払していますので、28年度結果
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として医療費が増えたのでその分、29年度で

お支払するということなんですけれども。 

○議長（相川繁治君） 医療費と負担金とは

別物ですから、質問に対して分かりやすく、

医療費が増えたから出費が増えたのか。負担

金が変わったから出費が多くなったのか。そ

この区別をちゃんと説明しなかったらいつま

でいっても納得できないです。そこのところ

もう一度。 

 このままの状態で暫時休憩します。 

○議長（相川繁治君） 暫時休憩を廃し、11

時30分まで休憩をいたします。 

○議長（相川繁治君） 休憩を延長します。

11時35分まで。 

休憩 午前11時07分 

再開 午前11時35分 

○議長（相川繁治君） 休憩前に引き続き会

議を開きます。福祉関係の答弁を求めます。 

 村長。 

○村長（田中正治君） 大谷議員のご質問で

答弁で混乱して大変申し訳ないと思います。

私のほうから分かりやすくご説明申し上げた

いなということで担当課長とも打ち合わせを

させていただきました。それでこの負担金に

つきましては北海道後期高齢者医療広域連合

の負担金でございまして、毎年一定の数字を

基に概算払ということで請求が参ります。こ

の請求額が平成28年度で1342万１千円でござ

いました。この度、広域連合で28年度の医療

費を積み上げた結果、占冠村のかかった医療

費が１億8124万3602円でございます。これに

基づいて市町村の負担金が決定しますが、今

回請求が来た額が1460万3072円でございまし

て、これの差額118万2072円を今回補正予算

として計上させていただきまして広域連合の

ほうにお支払いをするという内容でございま

す。主要な原因としては当然療養給付費、医

療費が当初予定より増えているという内容で

ございまして、その内容につきましては広域

連合の中で整理をされますので、必要であれ

ば問い合わせをしてお知らせをしたいという

ふうに考えてございますのでご理解のほどよ

ろしくお願いしたいと思います。 

○議長（相川繁治君） 他に質疑ありません

か。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

 これより討論を行います。討論はございま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第９号、平成29年度占冠村一

般会計補正予算、第７号の件を採決します。 

本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって議案第９号は原案のとおり可決

しました。 

 

◎日程第10 議案第10号 

○議長（相川繁治君） 日程第10、議案第10

号、平成29年度占冠村国民健康保険事業特別

会計補正予算、第３号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

      （「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。

これをもって討論を終わります。 

 これから議案第10号、平成29年度占冠村国

民健康保険事業特別会計補正予算、第３号の

件を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第10号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第11 議案第11号 

○議長（相川繁治君） 日程第11、議案第11

号、平成29年度占冠村簡易水道事業特別会計

補正予算、第４号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

これをもって、討論を終わります。 

 これから議案第11号、平成29年度占冠村簡

易水道事業特別会計補正予算、第４号の件を

採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第11号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第12 議案第12号 

○議長（相川繁治君） 日程第12、議案第12

号、平成29年度占冠村介護保険特別会計補正

予算、第３号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

これをもって、討論を終わります。 

 これから議案第12号、平成29年度占冠村介

護保険特別会計補正予算、第３号の件を採決

します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第12号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第13 議案第13号 

○議長（相川繁治君） 日程第13、議案第13

号、平成29年度占冠村後期高齢者医療特別会

計補正予算、第１号の件を議題とします。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

これをもって、討論を終わります。 
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 これから議案第13号、平成29年度占冠村後

期高齢者医療特別会計補正予算、第１号の件

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第13号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第14 議案第14号 

○議長（相川繁治君） 日程第14、議案第14

号、平成29年度占冠村歯科診療所事業特別会

計補正予算、第２号についての件を議題とし

ます。 

 これから質疑を行います。質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 質疑なしと認めます。

これで質疑を終わります。 

これより討論を行います。討論はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 討論なしと認めます。 

これをもって、討論を終わります。 

 これから議案第14号、平成29年度占冠村歯

科診療所事業特別会計補正予算、第２号の件

を採決します。 

 本案は原案のとおり決定することにご異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、議案第14号は原案のとおり可

決しました。 

 

◎日程第15 閉会中の継続調査所管事務調査

申出 

○議長（相川繁治君） 日程第15、閉会中の

継続調査、所管事務調査の申出の件を議題と

します。 

 議会運営委員長及び総務産業常任委員長か

ら、会議規則第74条の規定により、お手元に

配布した申出書のとおり、閉会中の継続調査、

所管事務調査の申出がありました。 

 お諮りします。 

委員長から、申出のとおり閉会中の継続調

査所管事務調査とすることにご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、委員長から申出のとおり、閉

会中の継続調査、所管事務調査とすることに

決定しました。 

 

◎閉会の議決 

○議長（相川繁治君） お諮りします。以上

をもって、本定例会に付議された案件は全て

終了しました。 

 したがって、会議規則第７条の規定によっ

て本日で閉会したいと思います。 

 ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（相川繁治君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本定例会は、本日で閉会する

ことに決定しました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（相川繁治君） これで、本日の会議

を閉じます。平成29年第７回占冠村議会定例

会を閉会します。 

            閉会 午前11時45分 
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地方自治法第 123条第２項の規定により署名する。 

           

         平成 ３０年  １月 ３０日  

占冠村議会議長   相 川 繁 治 

（署 名 議 員） 

占冠村議会議員   工 藤 國 忠 
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